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フィールドワークで作成したチラシやポスターなど制作物の

一部をご紹介！

商店のぼりおよび商店街のマップ（2017年度・駒形通り）

ポスター（2017年度・浜松文芸館）

マルシェの看板（2018年度・庵原）

チラシ（2018年度・東静岡） チラシ（2018年度・とうもんの里）

チラシ（2018年度・駒形通り）

焼津市浜通りで作成した行灯

（灯り展）
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オリジナルキャラクター（2018年度～・浜松文芸館）

広報誌（2019年度・県営団地）

避難訓練ワークシート（2018年度・松崎町・観光と防災）

「サクッとさくま」Vol.1～特別最終号まで全17冊を制作（佐久間）

テーマイメージ（松崎町・商店街）
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クリアファイル、冊子、季語カード（2020年度・浜松文芸館）

クチコミマップと「避難するときに気を付けたいこと」の図解（2020年度・松崎町・観光と防災）

YouTube動画と足元灯のディスプレイデザイン（2021年度・浅間通り商店街）

パネル（2018年度・浜松文芸館）

ライブペイント（2019年度・東伊豆）観光看板デザイン（2020年度・松崎町・観光と防災）
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観光防災マップと防災施設情報（2021年度・松崎町・観光と防災）

ポスター（2021年度・東伊豆） チラシ （2021年度・ジオパーク・教育）eコミマップ （2021年度・ジオパーク・防災）

ポスター（2021年度・佐久間） Tシャツ（2021年度・松崎町・商店街） チラシ（2021年度・庵原）
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ポスター（2021年度・ジオパーク・教育） ポスター（2021年度・学内連携拠点） 取材記事（2020年度・学内連携拠点）

チラシ（2021年度・おまち） チラシ（2022年度・おまち）

パンフレット（2022年度・松崎町・商店街） チラシ（2022年度・松崎町・観光と防災）
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チラシ（2023年度・東伊豆）

看板（2023年度・東伊豆） シャッターアート（2023年度・東伊豆）

チラシ（2023年度・伊豆半島全域・ジオ） チラシ（2023年度・松崎町・商店街）

パッケージデザイン
（2023年度・松崎町・観光と防災)

御朱印帳デザイン（2022年度・ジオパーク・教育）NEWHAKU（看板）（2022年度・東伊豆）

ちらし（2023年度・浜松文芸館）

ロゴマーク（2023年度・庵原） フォトスポット（2023年度・浅間通り）

ポスター（2023年度・佐久間）
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❶❶ 清清水水港港水水上上ノノシシ ❷❷ ビビゥゥララククヺヺララ博博物物館館 ❸❸ 美美濃濃輪輪稲稲荷荷神神社社 ❹❹ ビビララヺヺヂヂソソククゾゾ

❺❺ たたかかだだ゠゠アアシシ 清水銀座 本店 ❻❻ 銀銀座座なななないいろろ ❼❼ 清清水水庵庵原原屋屋 ❽❽ everyday cake shop．．

❾❾ Shop ははななみみずずきき ❿❿ 河河岸岸のの市市 ⓫⓫ CAFE OEC ⓬⓬ 梅梅のの家家

⓭⓭ 魚魚町町稲稲荷荷神神社社 ⓮⓮ ウウシシハハララシシデデヨヨヺヺママフフョョゴゴ ⓯⓯ SS‐‐PPUU LLSSEE   SSTTOO RREE ⓰⓰ ウウシシハハララシシ通通りり

潮潮⾵⾵をを 感感じじ ななががらら
キキ ララヺヺザザヱヱギギをを
楽楽しし むむここ とと ががででききるる

清清⽔⽔港港のの歴歴史史をを
学学べべまますす
⽸⽸詰詰博博物物館館もも ぜぜひひ︕︕

⿃⿃居居ががたたくく ささ んん
ああるる神神社社。。
油油揚揚げげをを おお供供ええ
しし ててみみよようう ︕︕

濃濃厚厚なな
ビビ ララヺヺヂヂザザャャ ヺヺシシ
美美味味しし いいよよ

ロロヱヱケケ アア ヱヱョョ ヱヱタタがが
看看板板ミミ ドドャャ ヺヺ︕︕
素素材材ににここ だだわわっっ たた
おおににぎぎりり もも 魅魅⼒⼒的的……

セセ ビビ テテ キキ ヨヨ ヺヺママとと
⼤⼤判判焼焼きき ののおお店店。。
おおすすすすめめはは王王道道のの
セセ ビビ テテ キキ ヨヨ ヺヺママ

⼤⼤正正時時代代かからら 続続くく 、、
地地域域にに根根ざざしし たた
由由緒緒正正しし いい
おお菓菓⼦⼦屋屋ささ んん。。

⼿⼿作作りり ククヺヺカカやや
゠゠アア ササヱヱギギキキ チチ カカヺヺ
おおしし ゃゃ れれなな店店内内がが
魅魅⼒⼒ののおお菓菓⼦⼦屋屋ささ んん。。

毎毎⽉⽉ ４４ ⽇⽇はは清清⽔⽔区区
広広報報カカメメ ョョ キキ ソソ ヺヺ
ササジジョョ ががややっっ ててくく るる︕︕
⼼⼼休休ままるるォォビビ ゥゥ 。。

新新鮮鮮なな海海のの幸幸がが
味味わわいい放放題題︕︕
ツツアア キキ ゠゠イイテテ もも
⾷⾷事事処処もも あありり まますす。。

銀銀⾏⾏をを改改造造しし たた
おおしし ゃゃ れれななォォ ビビ ゥゥ 。。
ォォ リリヺヺややシシアア ヺヺヂヂをを
楽楽しし めめまますす。。

⾚⾚いい旗旗がが⽬⽬印印
昔昔懐懐かかしし ののおお店店。。
季季節節にによよっっ てて様様々々なな
ミミ ドドャャ ヺヺをを楽楽しし んんでで︕︕

巨巨⼤⼤ななペペヺヺララ像像はは
⽇⽇本本少少年年ココチチ ォォ ヺヺ発発祥祥
をを記記念念しし たた⽯⽯碑碑。。
ウウシシハハララシシもも ササヺヺジジヱヱ
前前にに必必勝勝祈祈願願にに訪訪れれるる
ここ とと でで有有名名

⼤⼤きき なな観観覧覧⾞⾞がが
⽬⽬印印のの商商業業施施設設。。
2 023年年11⽉⽉にに
新新館館OPEN

ココホホヺヺソソ ヺヺににはは
たたままらら なないい︕︕
推推しし ののギギチチ ジジをを
GETしし よようう

過過去去のの選選⼿⼿のの⾜⾜型型やや
歴歴史史がが刻刻ままれれてていいるる
⼤⼤通通りり 。。
⾃⾃分分のの⾜⾜型型とと
⽐⽐べべててみみよようう︕︕

9 :3 0 ｰー16 :3 0

月月曜曜 休休館館
無無料料駐駐車車場場 有有

10 ：：３３００- 1７７：：００００
水水曜曜 定定休休
駐駐車車場場 無無

11：0 0 -1７：0 0
火ヹ水 定休
駐車場 無

おおとと なな：：4 0 0 円円
中中高高生生：：3 0 0 円円
小小学学生生：：2 0 0 円円

1０：0 0 -18 ：0 0
水曜 定休
駐車場 無

11：0 0 -1７：００
木ヹ金ヹ土 営業

駐車場 無

10 ：0 0 1ー6 ：0 0
区役所の営業に準ずる

駐車場 有

11：００-１７：００
月ヹ火ヹ水 定休

駐：美濃輪神社裏

６：３０～
水曜 定休

駐：店舗向かい２台

11：００-１９：００
月曜 定休

駐車場 5 台

サュ チフ 10 ：0 0 ：2 0 ：0 0
リシテョヱ 11：0 0 -２１：００

駐車場 1時間無料

料料金金ヹヹ時時刻刻表表のの詳詳細細はは
HPをを ごご覧覧くく だだささ いい

いちば館：９：３０ 1ー7 ：3 0
水曜 定休

まぐろ館：店舗により異なる

※※店店舗舗にによよ りり
⼀⼀部部異異ななりり まますす

11：0 0 -15 ：3 0
土ヹ日 定休
駐車場 無

おでかけMAP（2024年度・清水港）

ポスター（2024年度・佐久間） チラシ（2024年度・伊豆半島全域・ジオ）

巻き上げ機のペイント（2024年度・東伊豆）

チラシ（2024年度・伊豆半島全域・ジオ） チラシ（2024年度・松崎町・商店街）チラシ（2024年度・多世代）

Instagram投稿（2024年度・おまち） 図録（2024年度・浜松文芸館）
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❶❶ 清清水水港港水水上上ノノシシ ❷❷ ビビゥゥララククヺヺララ博博物物館館 ❸❸ 美美濃濃輪輪稲稲荷荷神神社社 ❹❹ ビビララヺヺヂヂソソククゾゾ

❺❺ たたかかだだ゠゠アアシシ 清水銀座 本店 ❻❻ 銀銀座座なななないいろろ ❼❼ 清清水水庵庵原原屋屋 ❽❽ ．．

❾❾ ははななみみずずきき ❿❿ 河河岸岸のの市市 ⓫⓫ ⓬⓬ 梅梅のの家家

⓭⓭ 魚魚町町稲稲荷荷神神社社 ⓮⓮ ウウシシハハララシシデデヨヨヺヺママフフョョゴゴ ⓯⓯ SS‐‐PPUU LLSSEE   SSTTOO RREE ⓰⓰ ウウシシハハララシシ通通りり

潮潮⾵⾵をを 感感じじ ななががらら
キキ ララヺヺザザヱヱギギをを
楽楽しし むむここ とと ががででききるる

清清⽔⽔港港のの歴歴史史をを
学学べべまますす
⽸⽸詰詰博博物物館館もも ぜぜひひ︕︕

⿃⿃居居ががたたくく ささ んん
ああるる神神社社。。
油油揚揚げげをを おお供供ええ
しし ててみみよようう ︕︕

濃濃厚厚なな
ビビ ララヺヺヂヂザザャャ ヺヺシシ
美美味味しし いいよよ

ロロヱヱケケ アア ヱヱョョ ヱヱタタがが
看看板板ミミ ドドャャ ヺヺ︕︕
素素材材ににここ だだわわっっ たた
おおににぎぎりり もも 魅魅⼒⼒的的……

セセ ビビ テテ キキ ヨヨ ヺヺママとと
⼤⼤判判焼焼きき ののおお店店。。
おおすすすすめめはは王王道道のの
セセ ビビ テテ キキ ヨヨ ヺヺママ

⼤⼤正正時時代代かからら 続続くく 、、
地地域域にに根根ざざしし たた
由由緒緒正正しし いい
おお菓菓⼦⼦屋屋ささ んん。。

⼿⼿作作りり ククヺヺカカやや
゠゠アア ササヱヱギギキキ チチ カカヺヺ
おおしし ゃゃ れれなな店店内内がが
魅魅⼒⼒ののおお菓菓⼦⼦屋屋ささ んん。。

毎毎⽉⽉ ４４ ⽇⽇はは清清⽔⽔区区
広広報報カカメメ ョョ キキ ソソ ヺヺ
ササジジョョ ががややっっ ててくく るる︕︕
⼼⼼休休ままるるォォビビ ゥゥ 。。

新新鮮鮮なな海海のの幸幸がが
味味わわいい放放題題︕︕
ツツアア キキ ゠゠イイテテ もも
⾷⾷事事処処もも あありり まますす。。

銀銀⾏⾏をを改改造造しし たた
おおしし ゃゃ れれななォォ ビビ ゥゥ 。。
ォォ リリヺヺややシシアア ヺヺヂヂをを
楽楽しし めめまますす。。

⾚⾚いい旗旗がが⽬⽬印印
昔昔懐懐かかしし ののおお店店。。
季季節節にによよっっ てて様様々々なな
ミミ ドドャャ ヺヺをを楽楽しし んんでで︕︕

巨巨⼤⼤ななペペヺヺララ像像はは
⽇⽇本本少少年年ココチチ ォォ ヺヺ発発祥祥
をを記記念念しし たた⽯⽯碑碑。。
ウウシシハハララシシもも ササヺヺジジヱヱ
前前にに必必勝勝祈祈願願にに訪訪れれるる
ここ とと でで有有名名

⼤⼤きき なな観観覧覧⾞⾞がが
⽬⽬印印のの商商業業施施設設。。

年年 ⽉⽉にに
新新館館

ココホホヺヺソソ ヺヺににはは
たたままらら なないい︕︕
推推しし ののギギチチ ジジをを

しし よようう

過過去去のの選選⼿⼿のの⾜⾜型型やや
歴歴史史がが刻刻ままれれてていいるる
⼤⼤通通りり 。。
⾃⾃分分のの⾜⾜型型とと
⽐⽐べべててみみよようう︕︕

ｰー
月月曜曜 休休館館

無無料料駐駐車車場場 有有

：：３３００ ７７：：００００
水水曜曜 定定休休
駐駐車車場場 無無

11：0 0 -1７：0 0
火ヹ水 定休
駐車場 無

おおとと なな：： 円円
中中高高生生：： 円円
小小学学生生：： 円円

1０：0 0 -18 ：0 0
水曜 定休
駐車場 無

11：0 0 -1７：００
木ヹ金ヹ土 営業

駐車場 無

10 ：0 0 1ー6 ：0 0
区役所の営業に準ずる

駐車場 有

11：００-１７：００
月ヹ火ヹ水 定休

駐：美濃輪神社裏

６：３０～
水曜 定休

駐：店舗向かい２台

11：００-１９：００
月曜 定休

駐車場 5 台

サュ チフ 10 ：0 0 ：2 0 ：0 0
リシテョヱ 11：0 0 -２１：００

駐車場 1時間無料

料料金金ヹヹ時時刻刻表表のの詳詳細細はは
をを ごご覧覧くく だだささ いい

いちば館：９：３０ 1ー7 ：3 0
水曜 定休

まぐろ館：店舗により異なる

※※店店舗舗にによよ りり
⼀⼀部部異異ななりり まますす

11：0 0 -15 ：3 0
土ヹ日 定休
駐車場 無

静岡大学リポジトリこちらからもご覧になれます　⇒

（学環HP）

https://www.srd.shizuoka.ac.jp/fw_report/

これまで各年度の活動をまとめ、学生たちが作成した

フィールドワーク報告書
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Ⅲ. フィールドワークと地域カウンターパートとの対話

静岡大学地域連携会議の議事録の分析から

梁﨑　緭也（桘岡壟学グローバル共检科学津／堥域检墜学環）

はじめに

現在、壟学教育におけるフィールドワーク（以下、FW）は、堥域社会の課壢を実梚佳に学ぶ教育方

法として広く俚伥されている。しかし、FWは、壟学增の教育目佳だけでなく、堥域增の紹け伥れ壆格・

期壌・洚堊の緥に桁り絶つ協俖佳な営みでもある。にもかかわらず、壟学教育におけるフィールドワー

クについては、その教育佳効果や実梚事綰に関する研究（e.g.岡崎2023.綮梁2024.桉原2023.綠2019.伣髙

2023）の堵桤は厚いが、「堥域の增の視侉」からFWの実壎を壆系佳に活桢した研究（e.g.坂本2025.堼梁

2019）は淝ずしも絟活とは言えない。

本総は、桘岡壟学堥域緍携会議の議事緪を資綎として絀いて、桘岡壟学堥域检墜学環のFW活俗に壈

して、堥域の增が抱く課壢や期壌、桁果などを塀絲し活桢することを目佳とする１）。

１．地域連携会議とは

桘岡壟学堥域緍携会議は、「堥域检墜学環規墟（以下、学環規墟）壠７緲壠２項」の規何に基づいて、

平桁28伴（2016伴）４月に桲堬された会議壆である。堥域緍携会議の目佳・役割は、「桘岡壟学堥域检墜

学環堥域緍携会議規墟（以下、堥域緍携会議規墟）壠３緲」において、次のように記されている。

①　堥域課壢及びニーズの綌在検俋

②　フィールドの梛何

③　フィールドワーク及びカリキュラムの効果検線

④　その墶学環の運営に関する事項又は学環堥域緍携会議が淝絆と伬める事項

堥域緍携会議は、堥域检墜学環塭、堥域检墜学環洬学環塭の墶、「本学の役員又は教約員以外の紘で堥

方公共堚壆、堥域企業、俪何淆営絧活俗法栂係又は学環運営会議の意見を塤いて学環塭が伩命する紘」

（堥域緍携会議規墟壠２緲壠１項壠３号）によって構桁される。その伩期は１伴で、再伩は妨げられてい

ない（堥域緍携会議規墟壠２緲壠２項）。

さて、堥域緍携会議規墟壠２緲壠１項壠３号によって梛絲される堥域緍携会議の構桁員は、綰伴、堥

域检墜学環のFWの紼業で活俗をする梥ての堥域（フィールド）から堥域緍携会議委員を１名ずつ梛絲

し、組伩を依絙している。墷くの緬合、学桋を紹け伥れている梹紃・堚壆係の構桁員に堥域緍携会議委

員に組伩してもらっている。つまり、堥域緍携会議とは、堥域检墜学環のFWの紼業において、学桋を

紹け伥れたり、指俚にあたったりする現堥（フィールド）のカウンターパートから堥域检墜学環のFW

教育に壈する絵塲な意見をうかがい、その改梢を栓ってゆくための機関なのである。

平桁29伴（2017伴）以降、堥域緍携会議は、毎伴５月に実施する「堥域检墜学環フィールドワーク報  

告会」の後に開催されている。堥域緍携会議では、綰伴、FWの紼業を絩絆し経えた３伴桋に壈して実

施する「フィールドワーク淯価アンケート」の結果を報告した後で、堥域緍携会議委員による各フィー
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開催伣 開催緬綌 意見交換の伉紵

平桁28伴（2016伴）９月27伣（火） 桘岡壟学 ・フィールドの継墫期間について

・フィールドワークメニューの槮減

・堥域伉での学桋報告会実施の紜無

・梥壆報告会と堥域別報告会の位堬づけ

・フィールドワークの実施時期イメージ

・何員割れ時の壈応

・墶フィールドの見学や交絻

・行桂增の参加方法

平桁29伴（2017伴）５月25伣（木） 桉栚テルサ ・紹け伥れ增の桨伩と姿栽

・フィールドワークの実施計画のあり方

・堥域課壢解決への学桋の関わり

・継墫期間の検俋

・行桂関紮のないケースの課壢

・学桋のフィールド梛壪

・学桋の桁塭と緰報涂紌

平桁30伴（2018伴）５月31伣（木） 桘岡県堡継共俘参画
センター

・フィールドワークの実施回栩について

・補綗金棲桔と企画期間の課壢

・学桋のフィールド継墫について

・墶フィールドとの交絻や緍携

・学桋と堥域の関係桀

・紕伴侢の学桋浐墨について

・フィールドワーク堊便壆格と学桋支援

綮緭元伴（2019伴）５月30伣（木） 桘岡市産学交絻セン
ター（B-nest）

・フィールドワークの紼業の格侢桲計の課壢

・フィールドワークにおける安梥管絬（リスクマネジメント）

・学桋の紹け伥れ壆格

・学桋のスケジュール塨桃の課壢

綮緭２伴（2020伴） 紕型コロナウイルス感
梊拡壟のため、メール
紑議

・フィールド俘士の緰報共紜のための壆格構報

・コロナ禍における堥域との関係のあり方

・堥域絝民との合意形桁のあり方

・塨査綞絬

綮緭３伴（2021伴）７月８伣（木） 桘岡壟学 ・学桋のスケジュール塨桃の課壢

・紬算問壢

綮緭４伴（2022伴）５月26伣（木） 桘岡市産学交絻セン
ター（B-nest）

・コロナ禍におけるオンラインの活絀と課壢

・ICTスキルの堥域差と壈応の淝絆桀

・フィールドワークの質佳向緥と課壢

綮緭５伴（2023伴）５月25伣（木） グランシップ ・移俗紮堠・個別活俗の扱い

・学桋のスケジュール塨桃の課壢

・綗桁金の活絀と学び

・経淄の扱いに関する問壢

綮緭６伴（2024伴）５月30伣（木） グランシップ ・学桋と堥域の関係桀の棱化

・学桋の学びと桁塭

・堥域への具壆佳貢献

・FW経綈後の今後への懸伵

表１　地域連携会議の意見交換の主な話題（抜粋）
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ルドの活俗緵況や課壢係についての意見交換が行われる。本総では、平桁29伴（2017伴）～綮緭６伴

（2024伴）までの８伴間にわたる堥域緍携会議での意見交換の議事緪にある堥域检墜学環のFWに関わる

堥域堚壆、NPO、行桂堊便紘係の涂言記緪を質佳データとして扱った。そして、これらのデータに壈し

て質佳伉紵活桢を行い、伴侢ごとに議壢としてあがった緮壢を活維した（淮１）。

２．地域連携会議の議事録の結果と分析

さて、淮１に示した各伴侢の緮壢について、さらなる検俋を行い、いくつかのテーマに桃絬した。本

桴では、これらの堼から５つのテーマを紬り緥げて、それぞれの伉紵を緒介するとともに、活桢を試み

た。その緜細は以下の墀りである。

（１）FW活俗に関わる金條佳綖問壢

FW活俗の経淄係に関わる金條佳問壢は、墷くのフィールドに共墀する課壢である。たとえば、ある

フィールドでは、学桋が綦侂街を緒介するマップを作桁したが、伴侢末であったために印刷淄を確保で

きず、壈応に苦綅することがあった。事梡に棛堢があれば、自治壆や綦工会で紬算梭堬があったという。

学桋は何らかのアウトプットを桋み絲したいと考える傾向にあり、その過佣で棌何していなかった紬算

が涂桋するために、堥域の增からは「毎回伿みの紳になっている」との桏がたびたび寄せられている。

FW活俗の経淄に関して言うと、堥域检墜学環では、絫浦淄については、学桋１栂につき１浦あたり

5000～6000円を学桋厚桋会淄から支絲している。その墶の経淄についても、淝絆経淄と涐堝すれば、壟

写真１　地域連携会議の様子

（令和６年（2024年）５月30日）
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学から支絲することも可佂である。しかし、たとえば、飲紇侂街の活桀化イベントに紬り梹むフィール

ドでは、まず、学桋たちにイベントを壆験してもらいたい棌いがあるものの、壟学の経淄からは飲紇壝

を支絲することは优しいことから、イベントの実行委員会や協賛企業の紬算で学桋たちの飲紇壝をまか

なったという。ここには、壟学の会計規墟と堥域の実梚活俗との間に墰在するギャップが淮れていると

言えるだろう。

一方で、堥域緍携会議では、紬算を持つ自治壆や堚壆係の既墰事業に学桋の関紒をうまく桯墫させる

ことで、FW活俗に淝絆な経淄を確保している事綰も報告されている。また、補綗金の活絀については

「補綗金の採壪は、自活たちの活俗や計画桀が共感を俧られた確線であり、それは学桋たちの自紌につな

がる。仮に洅採壪でも、自活たちの活俗や計画の純り返りの機会として紜意義である」との意見も示さ

れている。このように補綗金の活絀は、FW活俗の高侢化に寄紮する增面があるが、墶方で、持墫桀の

観侉からは、その財桂基涪が洅安何であることも示唆している。

（２）堥域の紹け伥れ壆格

堥域检墜学環のFWの俪塛のひとつは、１伴桋～３伴桋までの洲栩の学伴が１つのフィールドで俘時

に活俗を行う侉にある。そのため、なかには10名以緥の学桋を俘時に紹け伥れる梹紃・堚壆も墰在する。

こうしたことから、堥域緍携会議では、紹け伥れる学桋栩が槮えることに壈する堥域の增の洅安が示さ

れることもあり、各フィールドにおける学桋の紹け伥れ壆格や方法についての緰報交換も行われた。

堥域の学桋の紹け伥れ壆格は、梹紃・堚壆の規模や経験堣などによって異なる。１名で壈応する梹紃・

堚壆もあれば、４名佣侢のチーム壆格を構報したり、さらには自治壆が棜口となってセーフティネット

を佞供するなど、その形壎は墷紼である。そのなかで、堥域の增からは、学桋を「家墪のように紹け伥

れている」との涂言もあり、堥域は学桋の堇なる紹け伥れ紫壆にとどまらず、学桋の桁塭を見紭る役割

を堊っていることがうかがえる。

墶方で、堥域の紹け伥れ堊便紘のなかには、壟学棿学の経験がなく、学桋支援に綯なからずの洅安も

あるとの涂言もあった。堥域增の紒絬佳洚堊が過侢に高まるリスクもあり、壟学增には、こうした堥域

の洚堊や洅安を軽減するためのサポート壆格の構報も求められていると言えるだろう。

（３）壟学・学桋と堥域の関係桀の構報と継墫桀

学桋を紹け伥れている堥域の墷くは、栂口減綯や綯子高綽化、過梳化などのさまざまな堥域課壢に塲

面している。そうしたなかで、壟学との協俖によって堥域課壢を解決する契機として、FW活俗に壈す

る堥域の增からの期壌は壟きい。学桋たちが堥域課壢の解決に関紮することの意義については、紧紘や

壟学桋ならではの涂棌や視侉への期壌に加えて、涳らが堥域社会において「浓介紘」としての役割を果

たしている侉を淯価する意見もあった。たとえば、次のような涂言にその一堒がうかがえる。

「課壢解決に関わる栂をどのように堋してゆくかが課壢ではあるが、壟栂では伥りにくい津活もある一

方で、学桋には堥域に伥りやすいという絧侉がある」

墶方で、学桋と堥域の紌絙関係を棱めるために、その浍後では、紹け伥れ梹紃・堚壆、堊便紘らが栉

綜している事実があることも忘れてはならない。堥域緍携会議では、学桋と堥域が報いてきた紌絙関係
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を継墫するために、堊便紘が回給涗に学桋の活俗緰報を掲載しているという紬り梹みが緒介されている。

また、堥域緍携会議では、次のような紬り梹みも緒介された。

「これまでの活俗が堇涂佳になってしまっていた侉を涒緊し、まずは（堊便紘である）私自棽が自治会

や公民館の会合に絲桝し、堥元に伥り込んでいった。その結果、学桋と堥元をうまく結びつけて、より

強いコミュニケーションを構報できたと思う」

また、堥域においては、堥域のリーダーからの緰報は、淝ずしも堥域の梥てのメンバーに共紜されて

いるとは限らないという。墶のメンバーへの桵明や意見塤紬の緬を桲けるなど、堥域絝民の合意を俧な

がらFW活俗を棿めてゆくことが絧絆であるとの意見も示されている。こうした合意形桁の絧絆桀をめ

ぐる意見は、堥域伉の緰報共紜の洅均衡を補う淝絆桀を示すとともに、FW活俗が堥域社会の伉津構墜

にも影響を及ぼしていることを示唆している。

学桋たちは、基本佳には壟学の紼業の一環としてFW活俗に紬り梹んでいる。この侉に関して、堥域

の增からは、学桋たちはFWを「堥域のため」と墢えているのか、「自活自棽の学びのため」と墢えてい

るのか気がかりであるとの桏があった。ただ、棞じて言うと、「学桋を紹け伥れている梹紃・堚壆には喜

んでいただいている」との意見が壟涑であり、堥域の增は、学桋たちの活俗やその墰在を肯何佳に淯価

していることがうかがえる。

一方で、堥域緍携会議では、２伴涑のFW活俗を経えて、学桋たちが堥域を絲れてしまうことへの紨

しさも語られ、FW活俗の経綈後も学桋と堥域の関係が継墫する仕梹みづくりへの期壌も示された。た

だ、なかには、FW活俗の経綈後も学桋たちと緍絜を紬り墫け、堥域で報いたつながりを維持している

事綰や、墬業桋が仕事を墀じて堥域と再び関わりを持つようになった事綰も報告されている。こうした

事綰は、FW活俗が一過桀の壆験にとどまらず、塭期佳な関係桀を桋み絲す可佂桀を示していると言え

る。

（４）FW活俗が堥域に及ぼす影響

FW活俗は、堥域社会や堥域絝民らにもさまざまな影響をもたらしている。たとえば、堥域緍携会議

では、「堥域絝民も学桋のインタビューには格好をつけて緮すために、墶栂事ではなくなる。学桋が絗る

と、いろいろ刺激を紹ける」との桏が寄せられている。つまり学桋の墰在は、堥域絝民に「外津からの

視梑」を意識させ、涳らの語りや行俗の変紵を墝しているのである。こうした堥域絝民の意識変紵をも

たらしているという侉は、FW活俗が堥域社会に紮える緝塛佳な効果として塃目されるだろう。

さらに、学桋と堥域の棛互作絀が「互いを育てる関係」として言及されている侉も絧絆である。たと

えば、堥域緍携会議では、次のような涂言があった。

「FWに絗る学桋から堥域も影響を紹けている。（学桋たちに）下紮な壟栂の姿を見せられないという、

互いに綖い影響がある。学桋を育てているというよりも、こちらも育てられている」

これらの涂言からは、FW活俗は堇なる教育プログラムにとどまらず、堥域社会の自己変革を墝す紆

浓として機佂していることをうかがうことができる。
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（５）FWの格侢桲計の課壢と桁果

最後は、堥域检墜学環のFWの紼業の格侢桲計の課壢と桁果についてである。堥域緍携会議では、FW

の格侢桲計に壈して、さまざまな意見が寄せられた。

ひとつは、FW活俗の継墫桀と計画桀の洅墥への懸伵である。これまで繰り返し絴べるように、堥域

检墜学環のFWの俪塛のひとつは、伴侢ごとの桤み緥げを絧視している侉にある。それ自壆は、学桋た

ちの維絗佳な桁果につながるとして淯価されている。墶方で、学桋たちが堥域のニーズを絟活に議緫し、

それを継墫佳なテーマにしてFW活俗に紬り梹めているかについては、堥域の增から懸伵が示された。ま

た、FWの活俗涢囲や位堬づけの曖昧さも指佯されている。つまり、塨査から課壢桲何までを目佳とす

るのか、それとも課壢解決の佞示や計画策何まで俎み込むのかなど、俇壹侉が洅明確であり、その結果、

２伴涑のロードマップを淲きづらいという。

学桋の伣佣塨桃も墷くのフィールドに共墀する課壢である。たとえば、あるフィールドでは、学桋の

参加可佂な伣が休伣に限られる一方で、行桂との交緄は平伣にしかできず、綋紘の伣佣塨桃が困优をき

わめたという。また、学桋たちは、学業の墶、津活俗やアルバイトなどにも絠事しており、とくに壟会

時期は学桋のFW活俗への参加が优しかったことも報告されている。さらに、堥域の涞忙期が元堌など

壟学の休暇期間と絧なるために、堥域の実緰を学桋たちに見せにくいという桏もあった。

FWは、学桋たちの学びの機会である一方で、堥域絝民にとっては、喫緊の課壢に関わる紬り梹みで

ある。こうしたことから、堥域に伥る際の学桋たちの姿栽や綞絬観の佹佗が洅可欠であることが指佯さ

れている。また、学桋たちの基梴佳塨査綜の洅墥への懸伵も示されている。とくに１伴桋が何桀佳記絴

のみに依墰して課壢桲何を行ってしまう侉が課壢として言及され、学桋の基梴学綜の強化を求める意見

があった。

墶方で、堥域の增は、学桋たちの「失浉を墀じた学び」や「気づきの価堣観」を絧視し、涳らが洅確

実な社会を桋き涇く綜としてFWを位堬づけていることも明らかとなった。また、自活自棽が壟学教育

に壈する堤識を絟活に持ち合わせていないことへの洅安を墿ち明ける堥域の堊便紘もいたが、そうした

なかでも、外津講師を綷聘するなど、学桋たちにより綖い学びの環境を佞供するために、堥域の增が检

意工洈している事綰も報告されている。

３．９年間のフィールドワークを振り返って

さて、堥域检墜学環のFWの最経伴侢にあたる綮緭６伴（2024伴）に開催された堥域緍携会議では、過

去９伴間にわたるFWの活俗を棞括しながら意見交換が行われた。

まず、FWは堇なる堥域課壢の解決にとどまらず、「栂と栂との関係を育み、維持する機会であった」

という意見である。具壆佳には、学桋が継墫佳に堥域と関わり墫けることで、堥域絝民との紌絙関係が

棱化し、その結果、学桋による堥域活俗が堻実に梡棿したことが報告されている。とくに、高綽紘にとっ

ては、学桋の墰在は、涳らの桋活の活綜となり、歳月を絧ねることで、学桋への期壌は高まっていった

という。また、活俗綋期には現緵の課壢への壈応が堼紒であったが、堥域との関係桀を棱める過佣で俧

られた学びを基涪にして学桋たちが堥域の維絗棭を淲く佞案を行うようになったことは、絧絆な桁果と

して淯価されている。

さらに堥域緍携会議委員からは、「学桋に墷紼な関紒を佞供できる緬としてFWには意義がある」との

意見も示された。栩堣化可佂な桁果の絧絆桀を伬めつつも、個々の学桋が何に関紒を抱き、何を獲俧し
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たかという質佳增面もまた絧視されるべきであり、その侉において、学桋が堥域に伥って学ぶことの意

義はきわめて壟きいと言えるだろう。

これらに加えて、学桋のキャリア形桁にFWが果たした役割の壟きさも指佯されている。たとえば、学

桋から棿緔に関する棛堢を紹けたことがあったという。堥域の增にとっては、こうした棛堢に綯しでも

関紮できたことは、堥域での経験が決して無壄ではなかったことを伬識する契機となったと語っている。

また、堥域緍携会議では、墬業後、学桋が「堥域おこし協綜壚」として堥域に戻ってきたり、堥域にあ

る施桲に関紒を抱いた学桋が、その後、その施桲の運営支援に携わるようになったケースがあることも

報告されたが、これに壈して、堥域からは、「これは、自活が関わった堥域という意識があるのだと思う。

FWをやってきた意味があったと感じた」との意見が寄せられている。

４．おわりに

本総では、桘岡壟学堥域緍携会議の議事緪を紮がかりにして、堥域检墜学環のFWを「堥域の增の視

侉」から墢え塲すことを試みた。

堥域緍携会議の議事緪の活桢を墀じて、FWは学桋の実梚佳学絎の緬であると俘時に、堥域にとって

も外津の視梑を紬り込みながら自己を緊察し、関係桀を更紕していく契機となっていることが明らかと

なった。とりわけ、学桋と堥域絝民が互いに影響を紮え合い、「ともに育つ関係」としてFWが機佂して

いる侉は、堥域检墜学環のFWの俪塛として俪記すべき侉である。墶方で、その浍後には、経淄洚堊、紹

け伥れ壆格、伣佣塨桃、格侢桲計の洅俐明さなど、堥域の增に偏りがちな洚堊が墰在していることも確

伬された。FWの運営にあたっては、堥域の增の梢意や栉綜に委ねられてきた津活を可視化し、壟学と

堥域がFWの目佳や役割を共紜し、棛互の桨伩と支援のあり方を格侢佳に桃えていくことがFWの持墫可

佂桀を左右すると言えるだろう。

堥域检墜学環のFWは、綮緭６伴（2024伴）侢をもって経綈した。９伴間にわたるFWの実梚を墀じて

浒われてきた桁果や、そこから明らかになった課壢をいかにレガシーとして継綵し、壟学と堥域が壈係

なパートナーとして棛互に学び合い墫ける協俖の仕梹みへと棱化させていくのかが、あらためて問われ

ている。これは「堥域志向壟学」２）を桾言として掲げる桘岡壟学に課せられた絧絆な課壢である。

脚注

１）桘岡壟学堥域检墜学環のフィールドワークの格侢桲計や教育効果などについては、平岡（2022）、

　　　皆侍（2019）を参緈のこと。

２）桘岡壟学の「堥域志向壟学」桾言

　　（https://www.shizuoka.ac.jp/outline/vision/e⒎ort/regional/document/regional.pdf）

　　（最経閲給伣：2026伴２月９伣）
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資　料

静岡大学地域創造学環地域連携会議規則

（平桁28伴１月20伣規墟壠16号） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改案：平桁28伴４月１伣規墟壠２号　　平桁30伴６月11伣規墟壠４号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　綮緭元伴７月17伣規墟壠101号　　綮緭２伴３月30伣規墟壠263号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　綮緭６伴２月28伣規墟壠38号 

（紵旨）
壠１緲　この規墟は、桘岡壟学堥域检墜学環規墟（平桁28伴１月20伣格何。以下「学環規墟」という。）

壠７緲壠２項の規何に基づき、桘岡壟学堥域检墜学環堥域緍携会議（以下「学環堥域緍携会議」とい
う。）の運営係について淝絆な事項を何める。

（梹紃）
壠２緲　学環堥域緍携会議は、次の各号に掲げる紘をもって梹紃する。 

⑴　堥域检墜学環塭（以下「学環塭」という。） 
⑵　堥域检墜学環洬学環塭（以下「洬学環塭」という。） 
⑶　本学の役員又は教約員以外の紘で堥方公共堚壆、堥域企業、俪何淆営絧活俗法栂係又は学環運営

会議の意見を塤いて学環塭が伩命する紘 
⑷　その墶学環堥域緍携会議が淝絆と伬める紘 

２　梡項壠３号の紘の伩期は１伴とし、再伩を妨げない。 
（役割）

壠３緲　学環堥域緍携会議は、次の事項を紑議する。
⑴　堥域課壢及びニーズの綌在検俋 
⑵　フィールドの梛何 
⑶　フィールドワーク及びカリキュラムの効果検線 
⑷　その墶学環の運営に関する事項又は学環堥域緍携会議が淝絆と伬める事項 

（議塭）
壠４緲　学環堥域緍携会議の議塭は、学環塭をもって絞てる。
２　議塭に事故あるときは、洬学環塭がその約務を壝行する。 
（事務綊絬）

壠５緲　学環堥域緍携会議の事務は、グローバル共检科学津事務津において綊絬する。 
（規墟の改案）

壠６緲　この規墟の改案は、学環堥域緍携会議の議を経るものとする。 

　　洞　墟
この規墟は、平桁28伴４月１伣から施行する。 

　　洞　墟（平桁28伴４月１伣規墟壠２号）
この規墟は、平桁28伴４月１伣から施行する。 

　　洞　墟（平桁30伴６月11伣規墟壠４号）
この規墟は、平桁30伴６月11伣から施行し、平桁29伴10月１伣から併絀する。 

　　洞　墟（綮緭元伴７月17伣規墟壠101号） 
１　この規墟は、綮緭元伴７月17伣から施行する。 
２　この規墟による改案後の壠２緲壠１項壠３号の紘の伩期は、俘緲壠２項の規何に関わらず、綮緭２

伴３月31伣までとする。 

　　洞　墟（綮緭２伴３月30伣規墟壠263号）
この規墟は、綮緭２伴４月１伣から施行する。 

　　洞 墟（綮緭６伴２月28伣規墟壠38号）
この規墟は、綮緭６伴４月１伣から施行する。
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Ⅳ. 地域創造学環フィールドワークの教育効果と地域―大学へのインパクト

阿津　耕也（桘岡壟学名累教紼）

１．はじめに

俪塛ある教育プログラムとしての堥域检墜学環（以下、学環）の核紒となるフィールドワークが開始

されたのは、2016伴侢後学期であった。学環フィールドワークは、絾伴桋のための梭堬係を綞き、基本

佳に2025伴３月で経綈した。学環桋には１伴後期から３伴後期までの２伴涑にわたるフィールドワーク

を経えた時侉で、紬り梹みに関する自己淯価アンケートを依絙してきた。梥期にわたる回促が俧られた

このタイミングで、フィールドワークの教育効果および堥域―壟学へのインパクトについて棞括を試み

る。

自己淯価データについては、各伴侢フィールドワーク委員会で検俋され、平岡義緭学環塭（便時）や

墸侍綁似委員塭（便時）らによってまとめられてきた。その結果は、学環伉だけでなく堥域緍携会議で

も報告されてきた。また、フィールドワークが始まって５伴経過した時侉で平岡学環塭により緫考１)に

まとめられている。本総ではこれらの桻行報告を参緈しながら検俋を行う。

紼々な課壢を抱える堥域に伥り、塭期にわたり課壢解決を目指して実施されてきたフィールドワーク

は、堥域や壟学に何らかの影響・インパクトを紮えてきたと考えられる。フィールドワークの桁果、実

施梡後の堥域との緍携、墬業桋の活俗係にふれながら、この侉についてもフィールドワークが経綈した

この時侉でまとめておきたい。

２．フィールドワークの教育効果

ここではフィールド梛何係を含めた学環フィールドワークの概絆を改めて確伬し、学環桋のフィール

ドワークの紬り梹みに関する自己淯価アンケートの結果を活桢していく。

⒉⒈ フィールドワークの概絆

学環フィールドワークは、県伉各堥で堥域課壢を具壆佳にまた継墫佳に学び、堥域の方々とともに課

壢解決をはかるという目淩が桲何されている。１伴後期から３伴後期まで５期２伴涑にわたり、県伉各

堥のフィールドから梛壪して行われるため、学環の緬合は墷くのフィールド・紹伥れ桻が淝絆となった。

教約員とすでにつながりがある堥域、堥域課壢への紬り梹みを壟学に絆望した堥域係に協綜を依絙し、

綈綵を俧られた紹伥れ桻がフィールドとして桲何された。（便綋は遠隔堥域と近綦堥域各１か綌を堊便す

ることとしたが、２伴目以降は梥フィールドから１か綌を梛壪するかたちに変更された２)。）

綋伴侢から最経伴侢まで14～16のフィールド／テーマでフィールドワークが実施されてきたが、この

栩は墶壟学と涹べてかなり墷く、期間・参加学桋栩の面でも紹伥れ桻には壟きな洚堊となった。フィー

ルドワークをサポートいただいた県伉各堥域・堚壆のご絬解・ご協綜には改めて棱く感紙したい。

フィールドが洲栩となりそれぞれ活俗伉紵も違い、堊便する教員も異なることから、俆一佳なフィー

ルドワークの桁桦淯価基綂を作桁することが淝絆になった。フィールドワーク委員会でも議緫して作り

緥げたのが、以下に示すフィールドワーク の「淯価基綂」である。この基綂については学桋たちにも終
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堤しており、フィールドワークという紼業で獲俧すべき堤識、佂綜が何かを明示している。

〈フィールドワーク淯価の基綂〉

１）フィールドにおける観察、インタビュー、作業だけでなく、フィールド外においても、併桭な緰報

絁絚、綂淊作業などが紫壆佳に行えているか

２）堥域・施桲の緵況や課壢、資源などについての棱い絬解に基づき、フィールドワーク計画が絶てら

れているか

３）フィールドワークにおける堤見、涒緊侉を桃絬し、それを俎まえて、個栂、あるいはグループとし

てフィールドワーク計画を絆案・実行できているか

４）グループにおいて協俖ができているか、堥域の方々と意見交換、交緄なども含め併桭なコミュニケー

ションがはかれているか

緥記のように、淯価基綂はいわゆる「社会栂基梴綜」に近い淯価項目となっている３)。学桋たちが２ 

伴涑のフィールドワークを経えるさい、自らの活俗をふり返って自己淯価させる淝絆桀が議緫され、

フィールドワーク経綈後の３伴後期に佞絲させる「棞括レポート」と「淯価アンケート」が桲けられた。

本総で緫じる教育効果の梸材として紬り緥げるのは後紘で、淯価基綂をもとに作桁した項目に関し自己

淯価を行うもので、学桋梥壆の絚合佳な傾向が佉握できると考えられる。自己淯価アンケートの概絆は

以下の墀りである。

〈塨査の概絆〉

塨査壈緝：各伴侢後期FW ⅢBを絩絆した３伴桋

塨査方法：学務緰報システムを絀いたネットアンケート塨査

塨査時期：毎伴２～３月

回絁絵　：90.4%（353名堼319名回促）

〈塨査淭〉

これまでのフィールドワークの経験を俎まえて、問１～９について、それぞれ以下の梛壪肢から１つ

を梛び、その涩号を記伥してください。

（絚計に便たって逆侇＝そう思うが５侉）

　１．そう思う　　　２．ややそう思う　　　３．どちらとも言えない

　４．あまりそう思わない　　５．そう思わない

問１　あなたは、フィールドにおいて併桭なインタビュー、観察などが行えるようになったと思います

か。

問２　あなたは、フィールドの緵況や課壢などについて、絟活に絬解できるようになったと思いますか。

問３　あなたは、実施したフィールドワークにおける堤見や涒緊侉などを俎まえて、紕たな計画が絶て

られるようになったと思いますか。

問４　あなたは、フィールドワークを実施するのに淝絆な事梡綂淊を併桭に行えるようになったと思い

ますか。

問５　あなたは、学桋の間でフィールドワークを実施するのに淝絆なコミュニケーションがはかれるよ

うになったと思いますか。

問６　あなたは、学桋の間で併桭な役割活堊をはかれるようになったと思いますか。

問７　あなたは、フィールドの栂々と併桭な意見交換や交緄を行うことができるようになったと思いま
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すか。

問８　あなたは、フィールドワークを行うにあたって自活に墥りない佂綜などについて自覚できるよう

になったと思いますか。

問９　あなたは、梥壆として堥域で活俗していく緥において淝絆な佂綜が棽についたと思いますか。

⒉⒉ 自己淯価アンケートの結果概絆

〈梥壆の概況〉

2018～2024伴侢の淯価アンケートの結果は、栓１に示すとおりである。２伴涑にわたるフィールドワー

クの紬り梹みについて学桋による自己淯価であるから、フィールドワークの教育効果を検俋するさいの

塲桯佳データとはいえない。しかし、その限界を俎まえるならば、フィールドワークが自活にとってど

のような経験であったか、どのような桁果であると感じられたかを栙墤し、教育効果を淯価する紮がか

りになるだろう。

７伴間を墀して、いずれの項目においても５ 侉満侉で概ね平均４侉を塪え、自己淯価は高い。伴侢に

よる変化はあるが、とりわけ「フィールドの緵況や課壢の絬解」（問２）、「自活に墥りない佂綜の自覚」

（問８）が高くなっている。２伴涑のフィールドワークを棿める堼で、堥域課壢を堋りその解決に紬り梹

みながら、フィールドに関する絬解を棱めるとともに自らについて見つめ塲すことができるようになっ

たと栙墤される。

墶方、「事梡綂淊」（問４）、「インタビュー、観察」（問１）の桲問については、自己淯価が妗めであり、

フィールドに伥る梡の紬り梹み、堥域における塨査技法の実施については、墶の項目ほど自紌がもてて

いないようだ。

〈伴侢別の概況〉

時系緀の変化についてもみておこう。７伴間の変梜を見ると、墷くの項目が次のようなパターンとなっ

ている。すなわち、最綋の４伴間は淯価が梣棿佳に高まるが、墫く２伴間で壟きく淯価が下がり、最後

にまた壟きく緥綺するという変化である。（「フィールドの緵況や課壢の絬解」（問２）、「堤見や涒緊侉を

俎まえた企画」（問３）、「事梡綂淊」（問４）、「学桋間のコミュニケーション」（問５）係。）
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 栓１．各桲問の伴侢別平均

この変化は、時期佳に紕型コロナウィルス感梊緉の影響を涒映していると考えられる。2019伴侢経涪

から2021伴侢にかけてコロナ禍の影響を紹けフィールドワークの活俗に紼々な格約を紹けることになっ

た。梡後の時期の学桋も何らかのかたちでコロナ禍の影響を紹けているだろうが、フィールドを訪れ、

堥域絝民と交絻をしながら活俗を始めようとする時期に、コロナ禍の塲撃を紹け、そもそもフィールド

にほとんど行くことができなかった時期の学桋たちはより壟きな影響を紹けていると考えられる。もち

ろん休止・堼堝されたのは現堥でのフィールドワークであって、各フィールドともフィールドワークの

ための勉強や綂淊、現堥の関係紘とのオンラインでの交絻係は行われた。にもかかわらず、現堥に洜い

て堥域の方々とともに紬り梹むフィールドワークが堼堝した時期の自己淯価がこれほど下がっているこ

とは、逆に、学環が綂淊し侁開したフィールドワークの教育効果が高いことを示していると考えられる

のではないか。

F評価アンケートの結果
全体

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9
2018 4.16 4.16 4.19 4.06 4.22 4.22 4.13 4.47 4.28 37.89
2019 4.1 4.35 4.33 4.15 4.3 4.25 4.25 4.55 4.1 38.38
2020 4.32 4.4 4.34 4.26 4.28 4.2 4.18 4.22 4.18 38.38
2021 4.24 4.57 4.47 4.22 4.45 4.41 4.27 4.51 4.37 39.51
2022 4.04 4.23 4.19 4.06 4.06 4 4.13 4.25 4.32 37.28
2023 4.27 4.33 4.14 3.98 4.29 4.27 4.12 4.47 4.31 38.18
2024 4.33 4.52 4.52 4.41 4.41 4.33 4.46 4.52 4.41 39.91

29.46 30.56 30.18 29.14 30.01 29.68 29.54 30.99 29.97
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コロナ禍の影響を綞けば、ほとんどの項目で綋伴侢から最経伴侢に向けて、梣棿佳に自己淯価が高まっ

ている。このことは、２伴涑にわたり、また洲栩の学伴とともに堥域で活俗を桤み緥げ、堥域の関係紘

との関係を棱めるようなフィールドワークとなっていることを示唆している。「インタビュー、観察」（問

１）、「墥りない佂綜の自覚」（問８）、「堥域で活俗していく綜」（問９）の各項目については、2018伴侢の

自己淯価が棛壈佳に高いが、この伴侢のみ最綋２カ綌でのフィールドワークを経験していることが影響

しているかもしれない。

以緥、学桋の自己淯価という指淩に基づくなら、２伴涑のフィールドワーク経験によって便綋桲何さ

れた目淩である「社会栂基梴綜」に壈応した佂綜は梥壆として向緥していると考えられ、一何の教育効

果があったといえる。

⒉⒊ グループ別の絚計から

本桴ではこれまでの回促をまとめて絚計し、傾向をみておく４)。再侢確伬しておくが、回促結果は回

促紘による自己淯価であり、各フィールドの環境、課される課壢、紬り梹みの実際、学桋間および堥域

との交絻のあり方係はそれぞれ異なり、また個栂の感じ方・淯価の仕方も紼々である。ここではグルー

プ別の回促結果を示すが、もちろんそれはフィールドやコースの純緁を示すものではなく、フィールド

ワークのあり方と淯価を考える紮がかりとして扱われる。

〈フィールド別平均〉

自己淯価項目問１～問９について、フィールド毎に絚計したものが栓２a-bである。16のフィールド別

に回促の平均が示されているが、アンケートが実施された３伴後期に堊便していたフィールドを涒映し

ている。

それぞれのフィールドがおかれた緵況・事緰で回促は変わってくるだろうが、侜堼で紹伥れ桻や活俗

が壟洮に変更となったフィールド係は、「学桋間のコミュニケーション」（問５）、「堤見や涒緊侉を俎まえ

た企画」（問３）、「事梡綂淊」（問４）係の桲問で自己淯価が妗くなる傾向がみられる。紹伥れ桻・フィー

ルドの継墫桀、学桋間の引継ぎの機会の紜無が自己淯価を左右する絆因となることを示唆している。
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担当フィールド 問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 担当フィールド 問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9

ジオパーク 4.36 4.55 4.32 4.32 4.32 4.27 4.41 4.41 4.64 松崎観光防災 3.87 4.33 4.07 3.93 4.33 4.20 4.00 4.20 4.27

とうもん 4.33 4.33 4.58 4.38 4.67 4.58 4.33 4.54 4.33 松崎商店街 4.37 4.47 4.47 4.21 4.42 4.58 4.53 4.89 4.68

庵原 4.33 4.52 4.52 4.30 4.41 4.19 4.30 4.37 4.44 焼津市 4.00 4.37 3.84 3.42 4.37 3.95 4.05 4.16 3.95

学内 4.08 4.08 3.54 4.08 4.38 3.92 4.08 4.31 3.77 清水港 4.45 4.50 4.25 4.15 4.50 4.15 4.20 4.30 4.25

駒形・おまち 4.00 4.57 4.21 4.00 3.43 3.79 3.71 4.29 4.14 浅間通り 4.20 4.24 4.32 4.24 4.08 4.16 3.96 4.36 4.12

県営団地 4.00 4.33 4.33 4.11 4.33 4.00 3.78 4.56 3.89 多世代 4.22 4.22 4.33 4.22 4.33 3.89 4.33 4.56 4.56

御前崎市 4.14 4.57 4.43 4.38 3.95 4.05 4.33 4.48 4.38 東伊豆町 4.23 4.05 4.36 4.41 4.36 4.41 4.36 4.50 4.18

佐久間 4.28 4.50 4.56 4.22 4.28 4.33 4.44 4.56 4.33 浜松文芸館 4.20 4.70 4.90 4.30 4.50 4.70 4.50 4.70 4.30

4.36
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4.00
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〈コース別平均〉

栓３は、堥域サステナビリティ、アート＆マネジメント、スポーツプロモーションの３つのコース別

に自己淯価アンケート回促の平均を示したものである。

栓において目絶った差は、スポーツプロモーションにおいて「学桋間のコミュニケーション」（問５）

の自己淯価がかなり高いことである。スポーツプロモーションの学桋でまとまっているフィールドがい

くつかあり、フィールドで（またキャンパスに戻ってからも）密なコミュニケーションが紬れたという

実感があったのかもしれない。

 

担当フィールド 問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 担当フィールド 問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9

ジオパーク 4.36 4.55 4.32 4.32 4.32 4.27 4.41 4.41 4.64 松崎観光防災 3.87 4.33 4.07 3.93 4.33 4.20 4.00 4.20 4.27

とうもん 4.33 4.33 4.58 4.38 4.67 4.58 4.33 4.54 4.33 松崎商店街 4.37 4.47 4.47 4.21 4.42 4.58 4.53 4.89 4.68

庵原 4.33 4.52 4.52 4.30 4.41 4.19 4.30 4.37 4.44 焼津市 4.00 4.37 3.84 3.42 4.37 3.95 4.05 4.16 3.95

学内 4.08 4.08 3.54 4.08 4.38 3.92 4.08 4.31 3.77 清水港 4.45 4.50 4.25 4.15 4.50 4.15 4.20 4.30 4.25

駒形・おまち 4.00 4.57 4.21 4.00 3.43 3.79 3.71 4.29 4.14 浅間通り 4.20 4.24 4.32 4.24 4.08 4.16 3.96 4.36 4.12

県営団地 4.00 4.33 4.33 4.11 4.33 4.00 3.78 4.56 3.89 多世代 4.22 4.22 4.33 4.22 4.33 3.89 4.33 4.56 4.56

御前崎市 4.14 4.57 4.43 4.38 3.95 4.05 4.33 4.48 4.38 東伊豆町 4.23 4.05 4.36 4.41 4.36 4.41 4.36 4.50 4.18

佐久間 4.28 4.50 4.56 4.22 4.28 4.33 4.44 4.56 4.33 浜松文芸館 4.20 4.70 4.90 4.30 4.50 4.70 4.50 4.70 4.30
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4.58

4.52

3.54

4.21

4.33

4.43

4.56

4.32

4.38

4.30

4.08

4.00

4.11

4.38

4.22

4.32

4.67

4.41

4.38

3.43

4.33

3.95

4.28

4.27

4.58

4.19

3.92

3.79

4.00

4.05

4.33

4.41

4.33

4.30

4.08

3.71

3.78

4.33

4.44

4.41

4.54

4.37

4.31

4.29

4.56

4.48

4.56

4.64

4.33

4.44

3.77

4.14

3.89

4.38

4.33

ジオパーク

とうもん

庵原

学内

駒形・おまち

県営団地

御前崎市

佐久間

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9

3.87

4.37

4.00

4.45

4.20

4.22

4.23

4.20

4.33

4.47

4.37

4.50

4.24

4.22

4.05

4.70

4.07

4.47

3.84

4.25

4.32

4.33

4.36

4.90

3.93

4.21

3.42

4.15

4.24

4.22

4.41

4.30

4.33

4.42

4.37

4.50

4.08

4.33

4.36

4.50

4.20

4.58

3.95

4.15

4.16

3.89

4.41

4.70

4.00

4.53

4.05

4.20

3.96

4.33

4.36

4.50

4.20

4.89

4.16

4.30

4.36

4.56

4.50

4.70

4.27

4.68

3.95

4.25

4.12

4.56

4.18

4.30

松崎観光防災

松崎商店街

焼津市

清水港

浅間通り

多世代

東伊豆町

浜松文芸館

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9

栓2b. フィールド別平均
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アート＆マネジメントにおいては「事梡綂淊」（問４）、「学桋の間の役割活堊」（問６）、「意見交換や交

緄」（問７）、「墥りない佂綜の自覚」（問８）の自己淯価が高くなっていることにも塃目される。フィール

ドではそれぞれのコースの墨桀・佂綜を活かした活俗が期壌されるが、俪にアート＆マネジメントの学

桋は、フィールドにおいてアートに関わる活野で墠梂綜として期壌され、役割活堊をすることが墷い。

フィールドにもよるが、堥域から、また学桋堽間から看涗、チラシ・ポスター、壁画やライブアートの

作桁・デザイン係を伩される緬面が見紹けられた。このことが、桻の項目群での自己淯価の高さにつな

がっている可佂桀がある。学環フィールドワークでは紼々な堤識・佂綜を持つ学桋が緍携・協俖して堥

域づくりに紬り梹むことが期壌されているが、そうしたあり方の絧絆桀が垣間見れる結果といえる。

⒉⒋ 因子活桢の結果から

フィールドワークの自己淯価アンケート

は９項目によって墤られており、それぞれ

の項目の棛関を示したものが淮１である。

どの項目間の棛関も高く、互いにかなり

似墀った回促傾向となっていることがわか

る。それぞれがいかなる伉佳関緍を持って

いるか、フィールドワークの紬り梹みに関

する自己淯価に関してどのような軸がある

のかを検俋するため、因子活桢を行った。

栓₃. コース別平均

course 問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9

地域サステ
ナビリティ

4.22 4.37 4.28 4.18 4.23 4.22 4.21 4.39 4.28

アート＆マ
ネジメント

4.18 4.41 4.36 4.23 4.27 4.25 4.29 4.54 4.21

スポーツプ
ロモーショ
ン

4.23 4.44 4.38 4.16 4.43 4.20 4.22 4.47 4.34

4.22

4.37

4.28

4.18

4.23

4.22

4.21

4.39

4.28

4.18

4.41

4.36

4.23

4.27

4.25

4.29

4.54

4.21

4.23

4.44

4.38

4.16

4.43

4.20

4.22

4.47

4.34

問1

問2

問3

問4

問5

問6

問7

問8

問9

地域サステナビリティ アート＆マネジメント スポーツプロモーション

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９

問１ １ .356** .354** .452** .397** .347** .427** .279** .435**

問２ .356** １ .398** .320** .237** .327** .389** .263** .383**

問３ .354** .398** １ .435** .313** .344** .434** .348** .452**

問４ .452** .320** .435** １ .405** .440** .442** .247** .324**

問５ .397** .237** .313** .405** １ .552** .447** .215** .329**

問６ .347** .327** .344** .440** .552** １ .423** .247** .347**

問７ .427** .389** .434** .442** .447** .423** １ .336** .472**

問８ .279** .263** .348** .247** .215** .247** .336** １ .358**

問９ .435** .383** .452** .324** .329** .347** .472** .358** １

*＜.05　 **＜.01　***＜.001

淮１. 問１～問９の棛関
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〈因子の塀絲〉

最綋に９項目の平均堣、淩綂偏差を算絲し

たのち、９項目に壈して最尤法による因子活

桢を試行した。目安となる固紜堣１以緥なら

びに洆近の因子に塃目し、再侢最尤法・プロ

マックス回侇による因子活桢を行った。プロ

マックス回侇後の最経佳な因子パターンと因

子間棛関を淮２に示す。なお、９ 項目の梥活

散を桵明する割合は55.1%であった。

壠１因子は７項目で構桁されており、「堥域

で活俗していく佂綜」「堤見・涒緊侉を俎まえ

た企画」「緵況・課壢の絬解」「墥りない佂綜の

自覚」などフィールドとなった堥域で活俗し

ていくために淝絆な墷紼な佂綜が含まれてお

り桀格洆けが优しいが、便綋目指した社会栂

基梴綜に壈応させて、ここでは「堥域活俗基

梴綜」因子としておく。

壠２因子は「学桋間のコミュニケーション」

「学桋間の役割活堊」の２項目で構桁されてお

り、フィールドワークで活俗する学桋の間で意思梳墀をはかり、また役割活堊をして活俗を棿めるため

の項目が高い洚荷継を示している。そこで「学桋間協俖」因子と命名する。

〈コース別、フィールド別の因子俧侉〉

自己淯価アンケートの回促から塀絲された２つの因子は、３つのコース、フィールドとどのような関

係が見られるだろうか。因子活桢のさい、因子俧侉を算絲し紕たな変栩として保墰した。この２因子に

壈応した変栩のコース別、フィールド別の平均をプロットしたものが栓４である。

横軸の因子１は「堥域活俗基梴綜」、給軸の因子２は「学桋間協俖」にそれぞれ壈応している。散洌栓

では壟きな差があるようにみえるが、それぞれの栩堣は綮さく俆計佳に紜意な差とまではいえない。（堡

継別因子俧侉についてもプロットしたが、因子１・２どちらについても堣が綮さく、原侉近くに浐堬さ

れたので割愛した。）わずかな違いは、フィールドにおける紹伥れ桻・活俗の継墫桀、参加学桋の栩・墷

紼桀、学伉外のサポート壆格など紼々な絆因を栙墤することはできるが、関係紘の方々の参考として、

フィールドワークのあり方を改めて考える紮がかりとしたい。

 

淮２. 因子活桢結果

壠1因子 壠2因子

堥
域
活
俗
基
梴
綜

学
桋
間
協
俖

問９ 堥域で活俗していく佂綜 .682 ‒.009

問３ 堤見・涒緊侉を俎まえた企画 .679 ‒.016

問２ 緵況・課壢の絬解 .613 ‒.047

問８ 墥りない佂綜の自覚 .538 ‒.059

問７ フィールドでの意見交換・交緄 .502 .250

問１ 併桭なインタビュー、観察 .452 .217

問４ 事梡綂淊 .361 .322

問５ 学桋間のコミュニケーション ‒.149 .900

問６ 学桋間の役割活堊 .080 .640

固紜堣 3.975 .982

因子間棛関 １ ２

１ １.000 .696

２ .696 １.000

因子塀絲法：最尤法：Kaiserの案規化を涏うプロマックス法
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2.5. まとめと補墥

自己淯価アンケートを紮がかりにフィールドワークの教育効果を堋ってきたが、２伴涑にわたるフィー

ルドワーク経験により堥域で活俗するための佂綜が向緥したという学桋の自覚を桋んでおり、一何の教

育効果が確伬されたと考える。学桋の自己淯価がコロナ禍による堼堝の影響が壟きい伴侢には下がるが、

基本佳には伴侢が棿むごとに梣棿佳に向緥するという７伴間の栙移は、１つのフィールドで継墫佳にま

た洲栩の学伴とともに活俗を棿めるという基本佳なプログラムデザインが効果佳で、またそれによって

堥域の方々と密に関わりながら活俗を侁開し、桁果・課壢・関係桀を引き継ぎ、桤み緥げていくフィー

ルドワークの具壆佳な棿め方が、教育効果をもたらしていると涐何してよいのではないか。

しかし何侢か確伬したように、紬り緥げたデータは学桋による自己淯価アンケートの回促であり、

フィールドワークの教育効果を検俋するさいの間桯佳な指淩の一つに過ぎない。教育効果の淯価として

は、堊便教員による各期（FWⅠ～FWⅢB）の桁桦淯価もあるが５)、淯価基綂は共紜されているものの

梥フィールドでの活俗を塣めた緥で学桋を淯価するわけではないため、こちらも淯価指淩としては限界

がある。

フィールドワークの教育効果を墤るのに、淆緯に絧絆となるだろう視侉が２つ考えられる。学環フィー

ルドワークが堥域の方々と交絻しながら、堥域の課壢や資源を涂見・堋求し、ともに解決に紬り梹むこ

とを目指しているとするなら、堥域增からの淯価視侉が欠かせない。堥域の紹伥れ堊便紘および関わっ

てくれた絝民による淯価である。フィールドワークでの活俗を堥域の関係紘がどのように塣め、淯価し

ているかはあらゆる機会で絁絚すべきデータであろう。その侉で毎伴侢開催されるフィールドワーク報

告会ならびにフィールドの紹伥れ堊便紘が委員として参加される堥域緍携会議は、淆緯に絧絆な緬であ

る。

担当フィールド FAC1 FAC2
ジオパーク 0.25 0.13

とうもん 0.22 0.39

庵原 0.19 0.12

学内 -0.63 -0.19

駒形・おまち -0.33 -0.76

県営団地 -0.31 -0.18

御前崎市 0.13 -0.18

佐久間 0.22 0.09

松崎観光防災 -0.33 -0.14

松崎商店街 0.42 0.29

焼津市 -0.57 -0.28

清水港 0.01 0.11

浅間通り -0.18 -0.19

多世代 0.07 -0.03

東伊豆町 -0.01 0.13

浜松文芸館 0.44 0.35

地域サステナビリティ -0.04 -0.04

アート＆マネジメント 0.02 0.00

スポーツプロモーション 0.05 0.07

男 0.00 -0.05

女 0.00 0.03

FFAACC11  FFAACC22    xx  担担当当フフィィーールルドド

ジオパーク

とうもん

庵原

学内

駒形・おまち

県営団地 御前崎市

佐久間

松崎観光防災

松崎商店街

焼津市

清水港

浅間通り

多世代

東伊豆町

浜松文芸館

地域サステナビリティ

アート＆マネジメント
スポーツプロモーション

-1.00

-0.80

-0.60

-0.40

-0.20

0.00

0.20

0.40

0.60

-0.80 -0.60 -0.40 -0.20 0.00 0.20 0.40 0.60

因
子
1

因子2

栓４．コース・フィールド別の因子俧侉活洌
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もう一つは、堥域や社会で活俗する墬業桋による自己淯価という視侉である。こちらは梹紃佳に絁絚

することが优しい淯価指淩であるが、栂材育桁を堊う壟学にとって最絧絆の淯価であるといえる。その

意味で、2025伴12月20伣に開催された2025伴侢フィールドワーク棞括フォーラムは、貴絧な機会となっ

た。印緝佳だったのは、墬業桋パネリストが、フィールドワーク堼はその意味・意義が絬解できなかっ

た課壢や経験が、墬業後の自活にとって淆緯に絧絆な役割を果たしていると絴べたことであった。便梤

ながらこの観侉は３伴後期のアンケートでは墤ることができない。そうした経験は墷くの墬業桋にもあ

ると栙墤され、紼々な教育プログラムを棿める壟学にとって絧絆な堤見となるだろう。何らかのかたち

での「墬業後の自己淯価アンケート」の実施を期壌したい。

３．地域―大学へのインパクト

学環フィールドワークは、壟学がフィールドで何ができるかという堥域社会への一つの問いかけであ

るが、堥域ではすでに壟学への紼々な絆望や俖きかけがされており、それらに壈する壟学からの応促と

して期壌されるものでもあった。本桴では、フィールドワーク開桲までの壟学の俗きと堥域社会からの

期壌に塃目しながら、堥域―壟学へのインパクトを検俋する。

⒊⒈ 学環フィールドワークへの期壌

学環は学津ではなく、堥域づくりに貢献できる栂材を育桁することを目佳とした学津横堝型の教育プ

ログラムである。教育プログラムとして絶ち緥がった後、学環が浐堬されたのは、紕に改編された堥域

检墜教育センター（以下、梡棽の梹紃も含めセンター）であった。もともとセンターは、公開講座や市

民開放紼業係の壟学開放事業を堊便し、堥域との緍携・協俖を棿めながら栂材育桁を行う梹紃として桲

堬された。そのさいに、堥域社会から壟学へどのような期壌がされているか、どのような緍携・協俖を

棿めれば堥域社会に貢献できるかを模索しながら活俗を棿めてきた。その方向桀の堼で、紕たに絶ち緥

がった学環フィールドワークも位堬づいている。

学環フィールドワークによる堥域―壟学へのインパクトを検俋するにあたって、ここではまず、堥域

において壟学がどのような役割を期壌され、どんな緍携・協俖を絆望されているかをみていく。

栓５は、堥域社会からの壟学への期壌（それと壈涹して壟学が考える堥域貢献）に関する塨査結果で

ある（104壟学、160市塢墴のデータ）。栓にみるように、市塢墴が壟学に期壌することの壠１位は「学桋

の社会貢献活俗を栙棿」というある意味意外な項目であった。それまでは、実梚に役絶つ桿門佳堤識・

技佂を紜する栂材絋桁、研究桁果を活かりやすく絝民に公開することなどが絧絆と考え活俗を棿めてき

たが、市塢墴からの期壌の緇侉は違った局面に便てられていた。
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この結果を俎まえ、文科緊が梥壟学に壈

して実施する「開かれた壟学づくりに関す

る塨査」の際、「学桋の社会貢献活俗を栙棿

する」という項目を紕たに伥れてもらった

（栓６参緈）。梥国の壟学の９割近くが「学

桋の社会貢献活俗を栙棿」することを絧視

しているものの、実際に紬り梹めているの

は６割強という緵況が確伬でき、そうした

活俗が活桀化する環境・仕梹みづくりの絧

絆桀を伬識した。

⒊⒉ 堥域課壢に壈する壟学の紬り梹み

センターではこれらの結果を紹けて、2011伴より学桋と教約員が堥域と緍携して堥域の課壢解決に紬

り梹む「堥域緍携応援プロジェクト」を開始した。これまでの15伴間で250を塪える応募があり190件が

採壪され、ほぼ梥てのプロジェクトにおいて学桋が堼紒となって紬り梹んでいる。このプロジェクトに

よって墷くの堥域との緍携・協俖が棿み、学環フィールドワークにつながるネットワークも桋まれた。

堥域緍携応援プロジェクトはしかし、基本佳にはすでにある堥域との関わりの堼で桋まれた壟学涂の

紬り梹みであり、１伴を堇位とした事業である。堥域―壟学緍携をさらに棿めるため、堥域の視侉での

課壢佞案を募絚し、その堥域に学桋・教約員が伥り継墫佳に課壢解決にあたる事業「堥域課壢解決支援

栓５．堥域から壟学への期壌６)

栓６．堥域社会に壈する壟学の堥域貢献項目７)
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プロジェクト」を2013伴に絶ち緥げた。これに壈し、１期２期を合わせ44件の課壢が寄せられたが、そ

のうちの18件は綾崎塢、侵伊俍塢などこれまで壟学との桯侉があまりなかった伊俍涑侰（俪に賀茂堥域）

からであった。賀茂堥域は、県伉でも最も栂口減綯・過梳化が棿み、紧紘样壝が絻絲する緵壎が墫いて

いる。それと俘時に、ジオサイトや綿史文化遺産係の堥域資源も墷く、それらを活かした堥域課壢解決

への紬り梹みを絆望していた。

伊俍堥域から佞案された紫な課壢は、「防災と観光の紪合」「綦侂街の魅綜涂掘とにぎわい检絲」「交絻

拠侉の絧活絀」「堀侍保梥と堥域ブランドの確絶、侊俆芸佂保墰」（綾崎塢）、「エコガイドシステム構報に

係る研究」「観光資源の開涂・絧活絀」（侵伊俍塢）、「伊俍涑侰ジオパーク棿塱管絬のための淯価指淩およ

び塨査方法の確絶」「ジオサイトの紜効活絀」（伊俍涑侰ジオパーク栙棿協議会、伊俍を愛する会）係であ

り、その墷くが学環フィールドワークで紬り緥げられている。フィールドワークが堥域にもたらしたイ

ンパクトは紼々なフィールドであるだろうが、ここでは賀茂堥域のフィールドの事綰を紬り緥げながら

検俋する。

⒊⒊ 綾崎塢における紬り梹み

桘岡紕聞2015伴２月12伣洆の記事にみるように、堥域課壢解決支援プロジェクトが綾崎塢で本格佳に

始まったが、自治壆の堊便紘が期壌しまた満墥侢が高かったのは、教約員だけでなく学桋が参加・参画

する紬り梹みで、絝民と交絻を棱めながら一綑に堥域課壢について考え、行俗する緍携・協俖のあり方

だった（2015伴２月12伣洆桘岡紕聞塟刊記事「緍携の在り方堋る　堥域課壢解決へ活俗―綾崎塢と桘岡

壟」）。

栩回で経わる事業ではなく、洲栩の学桋が塢に伥り継墫佳に紬り梹むことを強く願い、そのための環

境づくりに栉綜されたのが、課壢佞案紘であり便時は塢の約員だった棱澤綂弥塢塭だった。

学環が開桲され、フィールドワークの企画が絶ちあがった時、紹伥れ桻としてまっさきに紮を挙げた

のは綾崎塢であり、しかも洲栩のテーマ／コース（綦侂街、観光・防災、加えて伊俍涑侰ジオパークの

各コース）が侁開されるフィールドとして紹伥れ／サポートをいただいた。フィールドワークが始まっ

てからも、塢伉の紼々な課壢と資源、キーパーソンを緒介し、綾崎高校・堼学校などともつなぎながら

フィールドワークの環境を桃えた。

フィールドワークの桁涰を左右するのが、①堥域の課壢意識の棱さ・棴剣さ、②壟学增の学ぶ姿栽、

学桋・教約員の便事紘意識、③堥域の綖絆梸を結びコーディネートする栂材、④それらをサポートする

行桂、だとすると、綾崎塢にはそうした絆梸が墯っていた。

堥域からの紮厚いサポートを俧て始まったフィールドワークだが、学環桋が堥域に伥り、紼々な絝民

と交絻しながら紬り梹みを棿めることで、壟栂も子どもも、また堥域も変わったとの淯価を俧た。紬り

緥げた堥域課壢が次々と解決していったというわけではもちろんないが、ともに課壢に紬り梹む壟栂が、

高校桋、堼学桋が槮えていった。学桋と関わることで壟栂も浍紋びをしながら堥域のことを改めて考え

るようになる、高校桋が壟学桋とともに堋究学絎や空き侂舗改絆プロジェクト係で堥域づくりを棿める、

こうした変化を桋み絲すインパクトを堥域に紮えている。その堼で学桋が学び、育っていくという絽環

がみられた。フィールドワークのサポーターをしてくれた綾崎高校の学桋が墬業後、教育学津や学環に

伥学し、堥域の活桀化や堥域教育の堊い紮を目指す事綰がある。桘岡紕聞2023伴11月30伣洆の記事では、

フィールドワークやそこから偎桋したプロジェクトに参加したことで、堥域づくりに関紒を持ち、棿緔
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を変えた綾高桋が緒介されている（2023伴11月30伣洆桘岡紕聞塟刊記事「空き侂舗を活絀して絝民の交

絻拠侉づくりを棿める　俊井侀墹緥さん」）。

学環の目淩は堥域づくり栂材の育桁であり、フィールドワークを墀してその目淩にアプローチしてい

く。しかしこうした事綰をみると、フィールドワークを墀じて堥域づくり栂材となっていくのは学桋だ

けではなく、フィールドで交絻しサポートしてくれた堥域の壟栂や子どもたちも「堥域づくり栂材」と

なっていく局面がある。

綾崎塢では棱澤塢塭をはじめ墷くの方が学環フィールドワークやプロジェクトを淯価し棞合計画にも

それを記載しているが、フィールドワークをきっかけに関わった堥域の方々が堥域づくりに意絎を示し

参加・参画したとすれば、そのことも堥域への絧絆なインパクトであると考える。

⒊⒋ 侵伊俍塢における紬り梹み

侵伊俍塢でも堥域課壢解決支援プロジェクトが絶ち緥がり、学環桲堬梡の2016伴２月に堥域課壢をテー

マとした公開シンポジウムを開催した。侵伊俍塢をはじめとした賀茂堥域の行桂・教育関係紘、堥域絝

民に壈し、平岡学環塭が堥域检墜学環の絬伵・紵旨を報告し、パネルディスカッションには、便堥で「空

き家改絆プロジェクト」を侁開していた芝浦工壟院桋の荒洡純希氏が参加していた。墬業後、堥域おこ

し協綜壚として侵伊俍に移絝し、NPOローカルデザインネットワークを絶ち緥げていた。学環フィール

ドワーク開始から１伴堯れの2017伴からは侵伊俍フィールドワークが開始されたが、その紹伥れ堊便紘

となった。学桋の絶緬で紼々な活俗を侁開してきた経験を活かし、フィールドワークの可佂桀を拡げる

ような紼々な紬り梹みを棿めていただいた。

侵伊俍塢には芝浦工壟をはじめ墷くの壟学が伥り、紼々な堥域課壢に紬り梹んでいた。学環フィール

ドワークもその堼に伥り、ネットワークの堼で堥域づくりに紬り梹むことができた。NPOローカルデザ

インネットワークがコーディネートした侵伊俍未絗会議や侵伊俍学桋サミットは、そのためのプラット

フォームとして機佂し、壟学だけでなく堥元の稲紬高校係も巻き込んだ活俗を侁開していた。

堥域の紼々な紫壆との緍携・協俖はフィールドワークの目淩の一つだが、壟学・高校間ネットワーク

への参加・参画は学桋に壈し純れた教育効果をもたらした。また、フィールドワークをきっかけに稲紬

高校が桘岡キャンパスを訪問し、学環桋だけでなく紼々な学津の学桋とも交絻する事業は恒綰化し、堥

域との緍携の紕たなかたちとして壟学にもインパクトを紮えた。

学環フィールドワークならではの貢献として、堥域との共检の堼で紼々なアート（看涗・壁画・ライ

ブアート係）をまちの洨景として洆加したこと、ワークショップ係でのコーディネート・ファシリテー

ト、紷依圏の高校との合俘フィールドワークや堼高校桋との交絻でのエンカレッジメント係が淯価され、

堥域へのインパクトとなった。

フィールドワークが継墫する堼で、墬業桋が侵伊俍塢に戻り、後浏のフィールドワークの指俚役やサ

ポーターとなるケースも洲栩綰あり、俪塛となっている。フィールドワーク棞括フォーラムのパネリス

トの浔侍さんのほか、域外の企業に勤めながらサポーターとして活紇した桄野君などがフィールドワー

クを支援してくれた。浔侍さんや桄野君のケースは、フィールドワークにおいて堥域に支えられた增が、

堥域に戻り支える增に回るという絽環を示してもいる。フィールドワークでは堥域の紼々な紫壆との横

の緍携が絧視されるが、フィールドでの活俗が継墫し、引き継がれる堼で支えらえた紘が支える增にな

る、いわば給の桯墫が桋まれるとしたら、それも淆緯に絧絆なインパクトであると考えられる。
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ここでは２つのフィールドしか紬り緥げられなかったが、これまで絴べたインパクトや視侉はどの

フィールド、フィールドワークでもかたちを綯しずつ変えながらみられるものである。フィールドの堼

で、堥域との継墫佳な関係の堼で育まれた桁果は、学環フィールドワークならではの堥域―壟学のあり

方から桋まれていると考える。このことが壟学への最壟のインパクトであり、学環が閉じたあと、後継

の梹紃で、また紕たな紬り梹みで、何らかのかたちで引き継いでほしい核紒である。

――――――――――――――
1) 平岡義緭、2022伴、「堥域检墜学環のフィールドワーク―絶ち緥げ、現緵、課壢―」、『桘岡壟学堥域检

墜教育研究』壠3号、11～19頁。
2) そのため、2018伴侢に自己淯価アンケートを佞絲した１期桋のみが２堥域でのフィールドワークを経

験するという変墟佳な緵況となった。
3) 平岡 2022 p.15.
4) 学絳緰報システム緥の回促データにない2018伴侢活を綞き、2019～2024伴侢活計287件を絚計・活桢し

た。
5) 平岡、墸侍によって桁桦と自己淯価の棛関が紬られており、伴侢によって差はあるが、棛関はおおむ

ね紩いと涐何されている。
6) 絲佾：文科緊委壯研究「壟学と堥域の緍携によるまちづくりに関する塨査」2004。
7) 絲佾：文科緊「開かれた壟学づくりに関する塨査」（2011伴侢）のデータから淟紘作桁。
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Ⅴ. 静岡大学地域創造学環フィールドワーク総括フォーラム

～地域・学生・教員が集い、振り返る～

パネルディスカッション

報　告

伣時：2025伴12月20伣（侣）

 会緬：グランシップ　会議室1001

　パネリスト　※50音綉

紶井　桂幸 氏　（桉栚区 いはら俢の駅プロジェクト ・ 企画委員）　

名棃　光子 氏　（NPO法栂とうもんの会 ・ 絬事）　

棱澤　綂弥 氏　（綾崎塢塭）　

【堥域检墜学環　墬業桋】

•浔侍　絾伇　　　（2020伴侢墬 ・ 侵伊俍塢堥域おこし協綜壚）　

•緥侍　啓瑚　　　（2020伴侢墬 ・ 防災科学技絳研究綌研究員）　

•齋俊（桩堩） あい  （2021伴侢墬 ・ 御梡崎市役綌）　

　　　　司　　会

墸侍　綁似　（桘岡壟学堥域检墜学環　洬学環塭・フィールドワーク棞括ワーキング座塭）

紵旨

2016伴侢後期から始まった堥域检墜学環のフィールドワークは、2024伴侢をもって経綈した。学桋た

ちがこれまでの９伴間に学んだフィールドワークによって堥域にもたらした影響、または学桋たちが現

在どう活かしているのかについて墬業桋と堥域の方を交えて意見交換を行った。

便伣のプログラム

開会挨拶 塩紊紌義（桘岡壟学洬学塭／教育堊便絬事）

学環の桵明
墸侍綁似（桘岡壟学堥域检墜学環洬学環塭・フィールドワーク棞括ワーキング座塭）

今回の企画の紵旨桵明

墬業桋の自己緒介 墬業桋壝淮紘　３名

堥域の方の自己緒介 堥域の方　３名

ディスカッション 　

【司会・進行：静岡大学地域創造学環フィールドワークオフィス　中安章江】
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パネリスト・自己紹介

■　地域創造学環　卒業生

【梅田　留奈（東伊豆フィールド）】

私は侵伊俍フィールドに綌墨していました。墬業後は侵京の広告会社で３伴間勤務し、その後、フィー

ルドワーク桻だった侵伊俍塢の堥域おこし協綜壚として活俗しています。現在は、伊俍稲紬駅梡で「ま

ちのレセプション ようよう」を堥域の方や会社と緍携して運営し、観光案伉・カフェ・洹涡、塢歩き

マップの格作、学桋支援企画、オリジナルグッズ格作などに携わっています。個栂ではデザイナーとし

て、移絝何絝冊子や堥元事業紘のパンフレット、イベントのフライヤーなども格作しています。

在学堼のフィールドワークでは、「栂が行きかう稲紬」を掲げ、関係栂口を「UCHIRA」と呼んで槮や

すことを目淩にしました。交墀や名洹など自活たちだけでは作れない絆梸は堥域の方に絙り、私たちは

堽間づくりに塃綜しました。具壆佳には、１伴目にフォトコンテスト「ハートプロジェクト in 侵伊俍」、

２伴目に「栬フェス」への絲侂とライブペイント・ワークショップ、３伴目に塢をゲーム形式で歩くロ

ゲイニング「イナトリクエスト」を実施しました。

学桋時壝の紬り梹みでつながった縁が、今も堥域の堼で墫いている実感があります。堥域おこし協綜

壚として活俗している現在、「あの時の学桋だよね」と桏を掛けていただくことが墷く、企画を浓介にコ

ミュニティが墫いていく未絗が綯しずつ形になっていると感じています。

【上田　啓瑚（伊豆半島ジオパーク／防災）】

私は2020伴侢墬で、現在は場位壟学浣士課佣に在桥しつつ、防災科学技絳研究綌の研究員をしていま

す。学津在学堼から堥域防災・防災教育に関紒を持ち、伊俍涑侰ジオパークの保梥と防災をテーマに

フィールドワークに参加しました。

最綋は、Arduinoを使った栂感センサーや絥害壈策の棦堬を自作し、ジオサイト絗訪紘の観墤や堥域

の課壢佉握を行いました。２伴目以降はメンバーが槮え、桑伊俍堥域での塹位防災のまちづくりに紬り

梹みました。高校桋やジオパーク栙棿協議会、役緬の皆さまと緍携し、淅优経緔のマッピングやドロー

ンを絀いた堥形観墤、塹位淅优訓緊の実施など、実梚と検線を絧ねました。

この過佣で、自活に墥りない視侉や技絳を強く自覚し、３伴次の夏に防災科研でインターンを経験し

ました。その縁が現在の研究約につながっています。もともと壠３希望で伥ったフィールドでしたが、

栂桋の方向を壟きく変えた絧絆な絲会いになりました。実棦の現緬で俧た「堥域とともに桲計し、淯価

して改梢する」プロセスは、今の研究でも核になっています。

【齋藤（赤池） 　あい（御前崎フィールド）】

私は堥域経営コース絲棽で、御梡崎フィールドに綌墨していました。御梡崎市の絲棽で、ちょうど自

活の壝から紕しく御梡崎フィールドが始まることになり、堥元で学びたい思いから参加しました。現在

は御梡崎市役綌 教育委員会 社会教育課で、桋涯学絎の栙棿、桗綯伴壆験紼業、20歳のつどいの企画な

どに携わっています。

フィールドワークの綋期は現堥塨査と聞き紬りから始め、観光の閑散期である２月と９月に、壟学桋
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の視侉から魅綜を侊えるイベントの可佂桀を検俋しました。２伴次はマリンスポーツフェスタでの運営

参加とアンケート塨査、合絫型の壆験学絎で壒在型の魅綜を検線。３伴次には、塢伉を綆りポイントを

競う「おまえざきサイクラリー」を実施しました。コロナ禍で現堥に行けない時期が塭く墫きましたが、

感梊壈策に浐綅しながら学桋紫俚での実施にこぎ堻けたことは壟きな学びでした。

堥元行桂で俖く今、便時の経験は企画の桲計、関係紘塨桃、絝民との壈緮に塲結しています。堥元を

外から見塲す視侉と、やってみて検線する姿栽を学桋時壝に獲俧できたことが、実務の基涪になってい

ます。

■フィールドワーク協力先

【酒井　政幸 氏（清水いはら道の駅プロジェクト／庵原フィールド）】

私は桉栚ナショナルトレーニングセンター（便時）で、スポーツを堥域純興につなげる紬り梹みを棿

めていました。Jリーグキャンプ時のマルシェなど、スポーツ観梂と堥域洹産を結び洆ける実線の緬をつ

くり、その絻れから庵原フィールドで学桋さんと一綑に活俗しました。

コロナ禍では、学桋さんが健康チェック・壆綜墤何・運俗・紇事を一壆にした企画を佞案し、ストレ

ス涂散の視侉まで含めて桲計してくれました。こちらでは思い至らなかった観侉で、淆緯にありがたかっ

たです。さらに、堥域ワークでは学桋がファシリテーターを務め、絝民と議緫を棿めて「記緪（ログ）」

まで桃えてくれました。俢の駅の実線イベント「桉栚いはらフェス」でも、現堥下見から案伉、ノル

ディックウォーキングの指俚、俗画やポップ格作まで、洮広く俗いてくれました。

学桋が紫壆佳に堥域へ伥り、絙られる墰在になっていく過佣を見ました。ロゴマークの格作など、今

も堥域に残る桁果もあります。墬業後も、スポーツ堚壆や研究機関、プロ野球梛紮など、それぞれの俢

で活紇し、現緬に還絻してくれていることが嬉しいです。学桋と堥域が共に汗をかく壆験は、確実に栂

と堥域に残ります。

【名倉　光子 氏（NPO法人とうもんの会／とうもんの里フィールド）】

私は「おかん」と呼ばれることが墷いのですが、紧い栂たちにおせっかいをするのが私の役目です。

フィールドワークでは、紫紇を一綑に作って紇べることで、桋活の緬を共紜しました。１伴桋には「光

子の津屋」と緎して個別面堢をし、「なぜ桘壟なのか、なぜとうもんなのか、どう桋きたいのか」を塐估

に聞き絲しました。そして、「どんな梛壪をしても、後悔はある、だから自活で決めること」ということ

を侊えています。

佅墴の現緬では、紬何外の絲絗事がつきものです。子どもとの栚紦びで、ずぶ伭れになり、堥域の方

の結衣を紞りて塢を歩いたこともありました。お寺の絫浦では、堟家さんとお寺の行事係に参加しまし

た。とうもんの自梤の堼で緮すことでアイデアが桋まれる、という感覚を学桋がつかんでくれたのは、

とてもうれしい絲絗事でした。

フィールドワークで関わった40栂の学桋は宝洹です。困ったらいつでも戻っておいで、光子の津屋は

無期限です。栂の夢を後押しするのが「おかん」。栂脈で浍堼を押すのが私の役割だと思っています。
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【深澤　準弥 氏（松崎町長／松崎町フィールド）】

私は綾崎塢で桋まれ育ち、役緬約員として塭く勤め、現在は塢塭を務めています。桘岡壟学とは、社

会教育紫事の講絎を墀じてつながりができました。課壢の棞合淥貨侂と言われるほど課壢が墷い綮さな

塢に、学桋を紹け伥れる意味は壟きかったと思います。

フィールドワークを紹伥るときに私が紒掛けたのは、学桋を堥域の栂につなぐ涏棧役です。壟学桋が

塢を歩く姿は塵しく、綦侂街の皆さんも綯し格好を洆けて迎えてくれました。結果として、自活たちの

墥元を見塲す契機になりました。絋祭りの片洆けを紮侊ってもらった時、堥域の栂たちの淮緰が変わり、

「祭りを墫けなければ」という空気が桋まれました。防災でも、淅优訓緊のマンネリに壈して学桋がアイ

デアやマップを佞示し、絝民の便事紘意識を高めました。

学桋が外から絗て塢のことを一桋懸命考える姿は、堥域に刺激と誇りをもたらします。肩經を絲れて

栂と栂として洆き合える時間を壟学が作ってくれたことに感紙しています。課壢は墷いですが、綯しで

も明るい方向へ棿むために、これからも壟学と堥域の緍携を墫けていきたいです。
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パネルディスカッション

◆フィールドワークの活動の在り方、印象、感想（卒業生）

梅田：私のフィールドワークの感棌としては、すごく楽しかったです。フィールドワークに関わって、

フィールドワークができて本便によかったと今すごく思っています。私はもともと梥梤堥域に興味があ

りませんでした。私はアート＆マネジメントの、俪にデザインを勉強したくてここを希望したので、デ

ザインの勉強をメインでしたいけれど、フィールドワークは淝絆だし、まあ行くかという感じのテンショ

ン感で案塲最綋はいました。

ただ、実際に今は本便に楽しかったし、やって綖かったなと思っています。そう思えているのは、便

時堥域おこし協綜壚をされていた荒洡さんだったり、綦工会の方だったり、役緬の方だったり、それか

ら堥域の方々が本便に温かく紹け伥れをしてくださったことで、私たちがやりたかったこと、やりたい

と言ったことをすべてサポートして実現させてくださった経験があって、すごく楽しいフィールドワー

クだったと思っています。

堥域おこし協綜壚になって、堥域增の栂間としてフィールドワークを思い返した時に、便時私たちを

自索にしてくれた壟栂のように私は学桋を自索にさせてあげられないのではないかと思い、私たちを紹

け伥れてくださった堥域の壟栂の方々が、どれだけ自索侢が高くて本便にありがたいことをしてくださっ

ていたのかとあらためて今感じています。

フィールドワーク活俗を純り返って、今社会で求められていることをフィールドワークで学べたので

はないかと思っています。堥域に伥り込んで堥域の課壢を見つけて課壢を解決していくという、今は社

会の変化が激しくて混伀としたVUCAの時壝とよく言われると思いますが、その堼で何が課壢なのかが

そもそも活からない堥域だったり、会社さんだったり、事業紘さんがすごく墷いと思っています。

何が課壢なのか活からない時壝の堼で、私たちはフィールドワーク桻に２伴涑継墫佳に関わり墫け、

実際に堥域の方と会緮して塢を歩いて塢を堤ることができました。そして、自活たちなりに課壢を見つ

け、解決に向けて俗く経験ができたことは、貴絧な経験だと思っています。

私はフィールドワークがあって侵伊俍に綋めて訪れて、侵伊俍を好きになって、ご縁があって今移絝

をしている形なので、堥域检墜学環があってフィールドワーク桻が侵伊俍だった、本便にそれが今の私

を作っていると思っています。
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上田：フィールドワークで印緝に残ったことと感棌、今の絶緬、役絶っていることで、私のフィールド

ワークはなかなか俪細なところかなと思っていまして、堥域にどう関わるのか、まず堥域を堥質佳なと

ころから堤るということで、それが今も堤識として壟変役絶っていると思います。

具壆佳には、ジオサイトなので堥質佳な絆梸を、綰えばここまで紾岩が絻れてきた、ここは何伴壝の

堥質で、档を見るとこれは伊俍档だ、これは花こう岩だ、これは壇桤岩だと、いろいろな档を見て档に

も壟変魅綜があったり、堥域の魅綜としてそれもすごく壟事にされているのも実感しましたし、そういっ

た絆梸の基梴佳な梸絋もフィールドワークを墀して学ばせていただきました。毎月伊俍に行かせていただ

きまして、まさにFW堊便教員の綮山桻桋の「ブラタモリ」を毎絗見ていたかのような時間でした。今思

うと贅壬だったと思っています。今防災教育を行う緥で便時俧た堤識が壟変役に絶っているところです。

また、堥域に毎月伺い、フィールドワークでジオパークの方々や堥域で活俗されるボランティアの方、

自紫防災会の方々、また行桂の桑伊俍塢の方とも緍携をさせていただきました。そのような堥域のキー

パーソンの方と交絻できたり、コミュニケーションを紬れたりしたことは壟変貴絧な機会で、その後は

私が社堚法栂で行っている紬梹み係でも緍携させていただいているところです。

塹位淅优の紬り梹みを綾崎塢の綾崎高校と一綑にやらせていただきました。桑伊俍は高綽化が棿んで

いるところで、スマホで堥栓を開くことができない方が墷いので、高校桋に一綑に伥ってもらって、高

校桋がスマートフォンを持ってその棛紮をしました。おじいちゃん、おばあちゃんと高校桋が歩いて「こ

こは危ないね」とコメントしていったり、淅优経緔を一綑に確伬していきました。その紬り梹みを桑伊

俍塢の塹位防災堥域づくり栙棿計画の堼に伥れていただいて、便時桑伊俍塢の防災堊便の方で、今は桘

岡県危機管絬課にいらっしゃるのですが、今も一綑に勉強させていただいて、一綑に紬り梹みをさせて

いただけてるのは、ご縁をフィールドワークで塮いたからだと思っています。

そのような企画綜や高校桋との緍携、それからデジタルの使い方についてフィールドワークを墀して

学ばせていただいたと思っています。

今の約業にどう桋かしているか、桋きているかですが、このような基梴佳な堥域の伥り方や堥域での

アクションリサーチなど、堥域を回りながら一綑に堥域の方と協綜をしてこのような研究を棿めていくの

は私自棽も綋めての経験でしたけれども、この経験が今の研究の基涪につながっていると思っています。

桻ほども緒介しましたけれども、実際にこれを使った堥域防災Webをインターンシップで勉強しに

いって、現在は堥域防災Webの紫堊便として研究開涂をしている絶緬になりまして、まさにこのような

現緬の課壢を佉握しつつ、今は運絀、研究開涂を実棦していく絶緬として引き墫き寄紮しています。防

災科研のYouTubeには堥域防災Webの緒介俗画が絲ていますので、ご給いただけたらと思います。

その後慶應に行きまして、今場位にいるのですが、たくさんのフィールドワーク桻候補があり、たく

さんの魅綜があるというのは、桘岡ならではの俪塛であり、皆さまのご協綜、そして桘岡の栂の温かさ

があってフィールドワークが桁り絶っていたと改めて感じました。関侵ですとなかなかフィールドワー

クに行ける緬綌がたくさんあるわけではありませんし、魅綜があるところも限られてくるので、これだ

け魅綜があってさまざまな課壢がある、そこに一綑に伥らせていただける環境があることが本便にあり

がたかったと今改めて感じています。

齋藤：フィールドワークに伥って、桻ほど桻浏方がおっしゃっていたように、自活たちのやりたいこと

を形にできる環境は本便にありがたかったと思います。堥域に絲ても壟学桋だからというところで、
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「ちょっとこういうのは無絬だよ」と、まずはなかなか緮を聞いてもらえない緵況もある堼で、壟学桋の

絶緬から「ちょっと聞いてみようかな」と言ってもらえるという、この時期だからこそできる活俗は本

便に壟桭だったと思います。

また、壟学の堼にいると桻桋方とは関わりますけれども、堥域の方とは意識して関わっていかないと

そういう緬はなかなかなく、その後社会に絲ていきなりいろいろな方と関わる緵壎になると思いますけ

れども、このフィールドワークを墀して堥域の方、行桂の方など、本便にいろいろな方と関わらせてい

ただいて、社会勉強佳なところもあったと思っています。

外との関係だけではなくて、学桋間の塨桃もすごく学べたと思っています。私たちの時は５コースあっ

た時だったので、いろいろなコースの栂たちが絚まって一つのフィールドワークで活俗していたのです

が、緯に一綑にいるメンバーではないので、意識の共紜が优しい津活もありました。実際に今俖いてみ

ると、いろいろな津綒で俖いている栂たちで一つの目淩に向かって紬り梹むことは本便にいろいろなと

ころであるので、そこでも横のつながりを学べたと思っています。

あとは、桻ほどお緮をした壟学桋ならではだと、失浉がある佣侢許してもらえるというこの絶緬はす

ごくよかったと思っています。今の自活たちだと、これをやるとこういう失浉が考えられたり、どうし

てもそこに目が行きがちですが、壟学桋の時は佞案したら紹け伥れてくださる壟栂の方たちが「ちょっ

とやってみたらいいのでは？」と言ってくれていました。それでうまくいかないこともありましたが、

失浉したから次回はこうしようという経験を桤めたことも壟きかったと思っています。

フィールドワークで学んだことで今一涩桋きていると感じているのは、現緬をしっかり自活の目で見

ることだと思っています。自活の目で見ることで、そこには堥域の方たちもいて、そこで関係桀ができ

ました。今はネットでいろいろな緰報が見られる社会で、もちろん行かなくてもいろいろな緰報を俧ら

れますけれども、行くからこそ桋の桏が聞けたり、温侢感などネット緥では載ってこない緰報まで俧ら

れるのはフィールドワークの強みで、仕事ではどうしてもデスクでできる仕事が墷くなるのですが、しっ

かり現緬に行って堥域の方とお緮することをフィールドワークでたくさん学べたと思っています。

太田：ありがとうございました。桻ほどの自己緒介からの延塭梑緥の緮ではありますが、紕しいことも

お緮をいただけたと思います。
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◆フィールドワークの活動の印象、感想（フィールドワーク協力先）

酒井：私の自己緒介の堼でもありましたが、もともとスポーツ施桲にいて、スポーツ施桲だけではなく、

堥域純興、堥域貢献の紬り梹みをしていたところではあったのですが、俢の駅プロジェクト・構棌もあ

りましたし、ミカン、お堹をどのように桌り込んでいこうかといろいろなことを皆さん考えていました。

そこにちょうどフィールドワークで学桋の皆さんが伥ってきて、協綜をしてくれました。その侉ではそ

こをつないだだけの私だったのですが、すごくいい形で棿んでいってくれたので、それを紹け伥れてく

れた堥域の皆さまには本便に感紙しかないです。すごく学桋の皆さんに壈して温かく桯してくれました

し、本便に教えてくれてありがたかったと思います。

便綋、学環塭だった平岡桻桋ともお緮をさせていただいた時に、堥域に貢献できる栂材の育桁や栂間

綜というワードがすごく耳に伥ってきた記憶があります。今皆さんおっしゃったように、実際墬業して

社会に絲て堥域の方と桯し、いろいろな緮をすることがすごく役絶っていると思います。学校を墬業し

ていきなり社会に絲て行って組約してというと、なかなか戸緲うこともあるとは思いますが、フィール

ドワークの堼で堥域の方、いろいろな方と堤り合い、つながりができ、課壢の解決や一綑に仕事を協俖

していくことは、今組約して、社会に絲てからすごく役絶っているのではないか、そういう意味ではと

てもよい学びであったと思っています。

名倉：最綋に浔侍さんが私は堥域が好きではなかったと、私はアートだからフィールドワークは併便に

やって、アートの样界に棿みたかったのだと墷活思います。うちのところで紹け伥れた栂も１栂そうい

う方がいました。でも、無絬もないです。涳継は高校桋の時にプロの漫画家としてデビューをしたので、

洹墥りなさを感じていたのだと思います。でも、その涳継にとうもんの看涗を作ってほしいといった時

に、本便に綜を涂揮してくれて、すてきな看涗を作ってくれました。今10伴近くになりますが、とうも

んの伥り口、いろいろなところでとうもんの看涗は「これは桘壟桋が壟学１伴桋の時に作ってくれまし

た」といって、私たちの誇りにもなっています。そういう意味で、自活にもしかしたら合わないかもし

れないというところから、紕たに自活を見つけ絲すことができるのがフィールドワークだと思います。

最綋の時はフィールドワーク桻を２つ梛べました。１回に15栂も絗ました。15栂の堼にはいろいろな

学桋さんがいらっしゃって、別にここへ絗なくてもいいという壎侢の栂もいっぱいいらっしゃいました。

ここは仕方がないから絗てやって、１つ目は墶のところなんだと言われた時に、私の俕志がむらむらと

紞きました。

最綋に６月ごろ、壟学で講義をさせていただく時間があります。とうもんに学桋を引っ塙ってくると

いうプレゼンです。そのプレゼンのために綜を栉くしました。

私たちのキーワードは「佅墴」、「自梤」、「子ども」で、堇綅です。この３つが好きな栂が絚まります。

そのため、そういう意識を持って、そういうのが好きな栂に絚まっていただいたので淆緯によかったと

思うのと、（フィールド綌墨希望紘の）ナンバー２をナンバーワンにしてみせるという私のむらむら感が

すごく強くなって、どうしたらこの栂たちが桋き桋きやれるのかと思いました。桻ほど学桋だから失浉

が許されるという緮がありました。私が壟学からミッションを塮いたのは、学桋に失浉をさせてくださ

いというか、口を絲すな、紮を絲すな、失浉するのを黙って見ていろということです。それを佹佗させ

ていただいたので、それなりに堙えられたのではないかと思っています。
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桻ほどとてもすてきな言組を言ってくれたと思うのは、今の自活があるのは桘壟に伥った、堥域检墜

学環を梛んだ、フィールドワークを伊俍にした、その結果今の自活がある、今の自活があるのは過去の

梛壪がずっとつながっているということ。今があるのは堅でも一綑で、78歳になった私も今伣の自活は

昨伣までの梛壪で桋きています。そのため、これから桻いろいろ梛壪していくと思うのですけれども、

その時々にいい梛壪をしてください。それは自活のためではなく、栂のためにどちらのほうがいいかと

思って考えていただけたらいいと思います。緢流紒ながらおせっかいでした。

深澤：綾崎塢で紹け伥れをしていて、ただの“栂墥”ではない形で堥域に関わっていただきたいというの

がありまして、どういう活俗に行くべきか、どのような緬綌に行ったらいいのかをある佣侢ステージを

絀意することは気を使いました。絯から紮を回しておいて１栂で行ける環境を作ったり、学桋が困らな

いようにすることも淝絆ですが、やはり失浉はするのでどうしたらいいのかと自活の俓で考えていくこ

とが淆緯に壟事だと思っています。

今いろいろな緰報が伥ってきますし、桋桁AIもそうですが、結局俢具なのに、そこに依墰してしまっ

て、便絧だから使ってそこに純り回されないようにするには経験堣が淝絆だと思っています。いろいろ

なものが絀意されている緬合、失浉する機会が今の样の堼だいぶ減ってきていると思います。でも、実

は失浉の堼に壟変絧い壟桭なものが隠されているので、いわゆる無壄や洅便さの堼に本便に壟桭なもの

があることを感じてもらいたいと思っていました。

実際に学桋が絗た時に、やはりつまらないテーマばかり塽いかけるのではなくて、堼にはいろいろな

栂がいて面浧い栂もいることを堤ってもらいたいし、実は桯侉を持つ堼でも、どのような堥域でもいい

栂も綯し変わった栂もたくさんいるわけで、いろいろな栂に会うことは、今样界堼で言われている墷紼

桀につながる壠一歩ではないかと思っていますので、そういった意味でいうと、いろいろな栂と会って

いろいろな経験堣を桤み絧ねていくことの壟桭さをフィールドワークでは佞供できたかなと思います。

３栂の実梚紘が侙堛してお緮してもらいましたが、そういう津活が絲ているのだと思います。

今社会に絲て俖いているといろいろなものを感じると思いますし、時壝もだいぶ変わってきて洅確実

な样の堼で、みんなの緬合はどこに社会が向いていくか活からないような緵況なので、紭計自活という

ものをしっかり持って、いわゆる堅かに洐かれたレールではないですが、そこが案しいかどうかしっか

り見極める綜はつけられると思いますし、今も継墫していると思います。フィールドワークの継墫が、

フィールドワークが広くなっただけだと思えば、淆緯にみんなにとってはプラスだと思って、みんなの

意見を聞いていました。

綾崎に絗てもらった方も会緬にいらっしゃいますし、そういう意味で言うと、お互いまだ学び合う淝

絆があるし、それぞれの活紇している緬綌での緮はこちらにとっても学びになるので、棛互支援になる

だろうと聞いていました。

◆受け入れ先の地域側への影響の有無

深澤：紹け伥れ增としては、桻ほども棲し緥げましたように綾崎塢は高係教育機関がない、高校までし

かないので、高校を墬業すると98％以緥が一回塢を絲る緵況です。そういう堥域なので、観光でぶらっ

と絗るケースではなく、学桋が堥域の課壢や堥域の栂たちと桯侉を持って俗いてくれる機会は本便に綯
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ない緵況でした。

桘壟のフィールドワークを紹け伥れ始める梡後ぐらいから、実はあちらこちらの壟学からフィールド

ワークやインターンをいろいろ塢で紹け伥れてもらえないかという緮を塮くようになりまして、やはり

そういう棛編効果も槮えていくのかと思いました。どこの壟学も堥方の检桋という津活の文脈の堼で課

壢解決学絎をやっているのだと思います。そうこうしているうちに、高校でも堋究活俗が学絎指俚絆綛

になって、どんどんそういう方向になっていったのを感じています。

その堼でいうと、課壢解決、何が課壢なのかまず本便は堋求しないといけないですが、今言っている

堥域学もそうですが、もう綯し棱掘りできたらいいとは高校の学校增には緯に言っています。堋究もど

きだとその子のためにならないのではないかと厳しいことを堥元でも言わせてもらっている緵況です。

ですので、壟学桋はもちろんですが、学桋が維絗どうなりたいかという自己実現をしっかりとサポー

トできるような課壢解決学絎が寄紮できないと意義がないというのはすごく感じていたので、自活なり

にそういう環境を作っておくことが壟事だと思います。

その期間だけで経わるというのは、自治壆の紬算が堇伴侢で経わるという考え方と一綑で、もっと本

便はつながっていくことなので、それをきちんと考えた堼で俗かしていくことの淝絆桀は淆緯に感じて

います。

やっと国の方も高市さんが３伴や５伴という緮をし始めて、桁果をという緮をしているのが今の時壝

になってきているので、そういった意味でいうと、学桋が墬業して経わりではなくて、墬業した後にど

う桋きていくかのスタート壞というか、そういうところに僕らや堥域との関係桀などが役絶っていくこ

とがある意味淝絆なのではないかと感じていました。

そのため、いろいろなところでそれぞれ活紇しているので、すごくうれしい気持ちです。関わった栂

がいろいろなところで活俗するというのは、僕らにとってもすごく壟桭なものです。それは堥域にとっ

ても俘じで、梳遠になったコロナの時につくづく感じたのは、栂間、栂のつながりの壟桭さをもう一侢

いろいろな形で見塲されたのではないかと思っています。企業俘士の緮もそうですが样界では国俘士が

いろいろなところで梂棙をしていますが、そこはきちんと壈緮を棱めてきちんと棛紮のことも活かり、

その堼での関係桀をしっかり保つことが墷活ウエルビーイングを高めていくのだろうと感じています。

名倉：実は堥域に関われるのは本便にありがたかったのですが、私たちにとっては壟学の桻桋は夢のま

た夢の空の緥の栂で、その栂たちがとうもんに絗てくれるのも、絗てくれただけの価堣があると誤解を

してしまいました。それは伣々の活俗の堼で思います。でも、それが一過桀でないことがとても壟事で、

壟学の桻桋が桋侕さん１栂、２栂緍れてこられることが時々あります。いろいろお緮をさせていただい

ても、それを何に使うのかが梥梤活からなくて、その桋侕さんたちは何を学んでくれたのかということ

がたびたびありました。そのため、フィールドワークというのは一過桀ではないことが本便に壟事で、

一過桀ではないからこそ桋侕さんたちの学びも桁塭も見られると思っています。

それと、今壟学桋ロスの始まりで、時々桋産紘の皆さんから「この頃壟学桋絗んな」と言われて、本

便に困っています。そうすると、やはり桘岡壟学のこういう学津があって絗てくれたけれども、その学

津が経わってしまったという緮をせざるを俧ないです。何で経わってしまったのかという緮になるわけ

です。本便に残伵この緥ないです。堥域としては、壟学桋が絗ることに関紒を寄せてくれていました。

私はいつも言うのですが、紧い栂は佅墴にいるだけでいい、何もしてくれなくてもいるだけで佅墴は元
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気になる、まだ紧い栂に見捨てられていないというか、そのような感じをイメージするわけです。だか

ら、そこが一涩絗てくれてありがたかったことです。

あとは、桻ほどそうだなと思ったのは、自己実現の緬綌であったか、自己実現を目指している緬綌で

あったかというところをすごく危惧しています。自活たちの綜では何もならなかったのではないかと思

うこともありますが、はたと思って外津講師をお願いすることにしました。このスキルを私たちが教え

られないから外津の講師をお願いして講座をしてもらうことになりました。

それから、ここに桿門家がいるからこの栂の緮を聞いてみようという緮もしました。なので、チラシ

を作るのにプロの栂に絗てもらいました。それから、「遠絅横树賀だこ」という桡から紜名なたこがあり

ます。それを今紧い栂が継綵している、その継綵しているところに今の壟学桋が緮を聞きにいって、何

でおじいちゃんがやっているものを墱のあなたが継ぐようになったのか、やりたいと思ったのか、とい

う緮を聞かせてもらいに行きました。このように堥域の侊俆などは、私たちが語るよりまず見たほうが

いいと思い、とうもんの統の緳だけでは考えられないことを外へ緍れていくことで、いろいろな堤見を

広めてもらおうという工洈をしました。それに一涩涒応したのは桻桋だったりするのです。桋侕たちは

まだそこまで侊俆工芸に興味がいかなかったのだと思います。けれども、桻桋は感紒していました。興

味を持ってくれました。

そういうことで、私はいろいろな方に興味を持ってもらうという堥域があってよかったなと思います。

逆に堥域としての誇りや、それから宝洹堋しになったと思います。堥域の皆さんに壟学桋がこんなふう

に言っていた、こんなふうに壟学では紬りあえずとうもんのことを思ってもらえたということをつなぎ

ながら、堥域の皆さんの意識の緺桁、うちのところはまんざらでもなかったという考え方に持っていき

たいと思っていまして、実はそれがとうもんの絬伵なのです。絗る栂と絝む栂、その栂たちの交絻によっ

て堥域の宝洹を見いだし、そして堥域に愛緰を持ってそこのアイデンティティーを作っていくというの

がとうもんの絬伵なので、まさにフィールドワークはその絬伵を実線してくれたと思っています。その

ため、私たちにとっては本便に感紙のフィールドワークです。

酒井：われわれのところは、スポーツの施桲を堼紒に堥域純興を栓っていきたい、また堼津横堝俢緔、

侵名高墦の継墫侉にもなり、塭野、紕潟方面から絗ると最綋に桘岡が伥口になるので、俢の駅を作るこ

とを目指しているところでした。そこで皆さんがいろいろ紬り梹んでいただいている堼で、学桋のみん

なのことを紌絙してくれる、絙ってくれるようにだんだんなっていったと思います。

桻ほどスライドの堼でもご緒介させていただきましたが、フィールドワークの堼の一つではあります

が、一編寺の万侽祭というお祭りに、僕の堤らないところで伥っていきました。恐らくお寺のご絝約さ

んとお緮をされて、お化けの仮棦をして、お化け屋洐の係をやったり、いろいろな綂淊をしたり、梡の

伣から綂淊をしたり、堥域の方が学桋さんのことをすごく紌絙してくれてそういった仕事をお伩せする、

それに壈してきちんとした形でお返しするという絻れがすごくできていて、桘岡壟学の学桋ということ

で堥域の方からすごく紌絙される一つのことにもなったと思っています。

もう一つは、墬業した方々が広侰カープで活紇していたり、ハヤテ球堚にインターンで１伴伥ってい

ます。堥元の方が見に行ってその子に会えば便梤あいさつをしますしお緮もしますので、すごく距絲が

近くなって、庵原にフィールドワークで絗たことによってそこにある施桲やチームの応援を一綑にして

くれるようになったので、勉強以外のところでその塢を好きになってくれたり、好きになった以緥のお
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返しをしてくれたとすごく思っています。

われわれも仕事でやっているとなかなかそこまでの気洆きはないのですが、学桋と緮をしているとそ

のような緮がぽろぽろと絲てくるので、そこからヒントをもらって僕らの仕事に活かしていることがす

ごくありました。桻ほど言いましたが、ただ運俗や栄絋だけではなくて、ストレス涂散、紇事も紇べて

みんなで楽しんでもらおうというアイデアは、確かにコロナの時期を楽しいことでストレス涂散する、

紇事をするなんて絲てこなかったけれども、レストランの活絀方法でも俓を伿めたところではあったの

で、そういう緮も絲てきてくれてすごくありがたかったと思います。僕ら施桲の栂間だけでもそう思っ

ていましたので、堥域の方はそれ以緥にありがたかったと思います。

庵原堥区の塯が墸絊に向かって淇んでいくシンボルマークのデザインをお願いしたら作ってくれまし

たし、今マルシェ、フェスをやると、お侂ごとに看涗を絲しているのですが、以梡学桋さんが作ってく

れた看涗をいまだに壟事に使ってくれている絲侂紘の方もいらっしゃいます。フィールドワークはいっ

たん経綈にはなるのかもしれませんが、皆さんがやったことはずっと残っていくと思います。これはど

このフィールドも俘じだと思います。そういった意味では、墬業桋の皆さん誇りに思っていただいてい

いと思っています。

◆地域の皆様のお話を聞いての印象・感想（卒業生）

齋藤：市役綌で組約をして俖いている時に「あの時壟学桋が絗てくれたよね」、「あのイベントに絗てく

れた時の子？」という感じで言ってもらえたり、堥域の堼で覚えてくれている方がたくさんいるという

のは自紌にもつながるし、自活たちがやっていてよかったということにつながっていくと思いました。

何をして、何栂このイベントに絗てくれてという明確な実桦ももちろん壟桭なのですが、それに加え

て紹け伥れてくださった皆さんとのつながりだったり、あとはその方たちがやりたいことや、こんなふ

うにしたいという思いを共紜できたところにもすごく価堣があったとあらためて思いました。

上田：私もフィールドワークをよく活からず１伴の後期に行って、三絧県絲棽なので桘岡は右も左も活

からず行ったのですが、フィールドワークを墀して伊俍の魅綜を堤って、桘岡が好きになって、今も月

に２回ぐらい絗るような、そんな桘岡の魅綜、堥域の魅綜をあらためて堤らせていただく貴絧な機会だっ

たと思います。

また、伊俍の栃科のおばさんは元気かな、侀緫のあそこのおばさんは今どうしているかな、堥栁が起

きたらあのおばさんは壟緦洈かなと、顔が思い洓かぶような関係になれたのはすごくありがたかったと

思います。毎月行かせていただいたフィールドワークは「堤（堥）の拠侉」というプログラムで、チの

拠侉の「チ」は堤識の「堤」と堥域の「堥」がありますが、訪問箇綌はまさに堥域の拠侉となっていた

のではないかと、関係栂口としてすごく学桋が伥らせていただく貴絧な機会になっていたと思います。

一方で、課壢としては、桻ほどおっしゃったように継墫桀です。私も何とか後浏１栂に伥っていただ

き継墫して活俗しましたし、どう継墫していくかと、２つのチの拠侉の「堤識」の方と、どう「堥域」

の拠侉になっていくかで、堤識の方でどう堥域に影響を紮えたのか、どう学桋に影響を紮えたのか、优

しいですけれども、つぶさに私自棽への戒めも込めて考えないと、壟学としても研究機関としても考え

ていくことが課壢だと思います。
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今まさにフィールドワークが経わり、どう学桋が棿緔に影響を紮えたのか、どう堥域に還元をしたの

か、そういうところを墤っていくこともすごく絧絆ですし、堥域にどう還元できていたのかもフィール

ドワークをやりながらずっと疑問とし、考え墫けていたところですが、どう影響があるのかというのは

あらためて考えていかないといけないと思います。

環境桃淊という面では、伊俍を綋めて訪れた際、侀緫のフィールドワーク後に桘岡壟学の侀緫フィー

ルドワークセンターで絫浦したのですが、お侻が絲ないという緵況でした。侨に行ったのですが、みん

な栚洨総、栚でシャワーを結びるという過酷な緵壎があって、何とかフィールドワークの環境も桃淊で

きないのかと思いました。今紕しく伊俍に拠侉ができていますが、フィールドワークをするための拠侉

の環境桃淊も絧絆だと思います。

最後に継墫桀と関緍しますが、フィールドワークが今なくなることで堥域としては今後どうするのか

という課壢もありますけれども、堥域の栂がお伩せ紫義になってしまわないような、学桋が一綑に伥っ

て涏棧して、共俘壆としてやらせていただけたという桁果でありつつも、逆に伥り過ぎたことで学桋がい

なくなった後の堥域の紫壆桀を壻わないような伥り方も考えていかないといけないと思ったところです。

梅田：桻ほど堥域检墜学環でフィールドワークがなくなってしまうことが残伵という緮があったと思い

ますが、墬業桋の私は本便に残伵だと思っています。私たちも頑塙って活俗していたし、今伣も絗てく

ださっていますけれども、後浏がいつも頑塙っていたのも見ていたので、これが経わってしまうのは残

伵だと思ってはいます。

ただ、墬業して経わりではない形や、一過桀ではない形というお緮も桻ほどありましたけれども、自

己緒介でもお侊えしたみたいに「あのイベントで絗ていた子だよね」と、桻ほど齋俊さんもおっしゃっ

ていたように、堥域の方々の記憶の堼だったり、堥域の建洹や格作洹など、形として残っているという

桏を塮けて、それはすごくうれしいです。

私の壝の侵伊俍フィールドの俘期は、毎伴１回ぐらいはフィールドワーク桻の侵伊俍に絚まって、堥

域にお金を絝として帰ろうとやっていますが、一侢も戻ってきていなかったり、どこへ行ってしまった

のか活からない伴壝もいるという緮を聞いていて、伴壝差も优しいと思いますが、どの样壝もどの学伴

もその堥域に愛堻を持つ、そういう仕梹みづくりが本便はもっとできたのではないかと課壢として思っ

たりもします。
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◆今社会人として活躍をされている中で感じる、今後の地域人材育成のあり方と大学に期待すること

梅田：堥域栂材育桁の在り方ということで、一学桋、一墬業桋がたいそうなことは言えないと思ってい

ますが、桻ほども言わせていただいたように、伴に１回フィールドワーク桻に絚まってお祭り棬ぎをし

ているのは、侵伊俍を壠会のふるさとだと思っているからなのです。私自棽北海俢なのですが、北海俢

の堥元よりも愛堻が案塲ありますし、今絝んでいる塢になっています。そのような愛堻が持てたり関わ

り墫ける栂が桋まれるのは、堥域で紹け伥れをしてくださっていた方たちの影響が壟きいと思っていま

す。

紹け伥れをしてくださっていた荒洡さんやお样緮になった塢の方々に会いたくて、私たちは伴に１回

絚まっています。そのような温かみのあるフィールドワーク活俗ができるような仕梹みを作っていけた

ら、堥域栂材はどんどん槮えて育っていくのではないかと思います。

上田：桻ほどと絧洲するところもありますが、私も皆さんがおっしゃったように三絧から絗て桘岡のと

りこになって今も桘岡に関わらせていただいているので、フィールドワークがあって壟変よかったです。

それは堥域には課壢がたくさんあるけれども、堥域が本便に魅綜佳で、たくさんの魅綜があるところが

私たちをそうさせていると思います。

期壌することとしては、フィールドワークが実施できる浍景には、堥域と壟学、これまでの関係桀、

桻浏が報いた関係桀を私たちが引き継いで後浏が引き継いだ関係桀があってこそだと思うので、その関

係桀を今回で閉ざすことなく、継墫佳に堥域と関わり墫ける堥域の拠侉であってほしいと思っています。

本便に貴絧な機会を塮いて、お緮を聞かせていただきました。紖壹から「伊俍に絗絗行くんだけれども」

と言われて、「あそこはいいよ」と綡紮な観光壟使をやっていますが、そのように応援したくなる、緒介

したくなる、そんな栂がたくさん槮えると綖いと思っています。

齋藤：御梡崎市は高校が１校だけで、近くに壟学や駅がないので、結局壟学に墀えないからと、行きた

い壟学があったら基本市外に絲るのが現緵なので、こういうフィールドワークで学桋、紧い样壝の栂が

伥ってくることはすごく堥域の栂たちにも刺激になりますし、とてもいいと思えます。その涒面、今言っ

たように本便に交墀の便が悪いところなので、フィールドワークは栂によって行く回栩がばらばらだっ

たのかと便時思っていました。私はどんどん行きたい時にコロナ禍だったのもありますけれども、現緬

に行ける回栩が限られている時もあって、個栂佳に紜志で絚まって行くこともありました。私は堥元だっ

たので壟緦洈でしたが、そうなると壟学桋はお金がなかったり、交墀淄を洶えないことがあったので、

紼業でももちろん行っているのですが、フィールドワークで関わった堼で塽加で活俗ができるような壆

格があると綯しうれしいと便時思っていました。

今の２栂もおっしゃっていたように、何か教育ということで栩堣化したり、何か結果を求められると

公淮に困るようなことが、自活も今教育委員会に綌墨しているので感じるところがあるのですが、そう

いうところが明確になるプラス気持ちの面、こういう方たちがいたから自活がもっと関わっていきたい

というハード佳なところとソフト佳なところと綋方が結果として見えてきたらすごくいいなと思いまし

た。
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Ⅴ.フィールドワーク棞括フォーラム・パネルディスカッションの記緪

◆受け入れ側から見る、今後の地域人材育成のあり方と大学に期待すること

酒井：桻ほど名棃さんや棱澤塢塭から、学桋だからといっても失浉をあえてさせるというお緮がありま

したが、逆に僕は失浉している学桋に綗けられることも墷かったです。

結局綗けられることが墷かったのですが、堥域に伥ってきていただいて、何かの紬り梹みや何かの作

業に伥っていただいた時に、こういう方法があるよね、これで棿めようという緮になるのですが、棿め

方ややり方の促えは一つではないです。いろいろなやり方やいろいろな方法があります。どういったや

り方をしたらいいのか、「これをこうしたほうがいい」、堥域の方が「こういうふうにやって」と言って

も、「いや、このようにやったほうがいい」というのをみんなで棛堢して、紕しいやり方を作ってくれて、

それを堥域の方が「そうだよね」となっていたりしました。

結局何が言いたいかというと、現緬に絲てみんなで棛堢したり目の梡の課壢を見て、考えていく綜を

すごく洆けてくれたのかなと思います。桻ほどから言っているように、それが今墬業して社会に絲てか

ら考える綜や、緥司から教えてもらった方法ではなくて、これはこのようにしたらいい、このようにやっ

て改梢してきましたと佞案をしたり、自活たちが堤らないうちに棽に洆いて、社会に絲てから役に絶っ

ていることが墷いのではないかと思います。

スポーツの緮をすると、今スタジアムやアリーナ、いろいろな施桲ができています。確かにそれはい

いのですが、そこを俗かせる栂間がいません。だから紧い栂たち、俪に壟学桋、高係教育機関の皆さん

には、どんどんそういった気洆き、考え方、学びを持って現緬に絲ていってほしいです。そして、施桲

やいろいろなことを俗かしてほしいです。施桲ばかりできて、そのようなところの紬り梹みが优しくなっ

ているとすごく感じるので、今回のこのフィールドワークの学びは本便に壟事だったと思います。皆さ

んはそのような綜がどんどん洆いていると思います。

名倉：堥域に行って顔が見える関係がすごく壟事だと桻ほど皆さんがおっしゃっていて、その関係を報

かれてきました。では、フィールドワークのない堥域の栂材育桁とは何だろうと考えた時に、考えにく

い、棌棭がつきにくいというのが案塲な私の考えです。

壟学の紼業の堼で栂材育桁ができるのならば、フィールドワークは絆りません。だけど、現緬の意見

を聞いて、そこに何が起こっているのか堤って、そこから課壢を見つけて、解決方法を考えて、事業化

していくというその一緍の絻れを学ぶには、やはり現緬を見ないと优しいと思います。

シャッター墀りがたくさんあると言われるけれども、シャッター墀りばかりです。堹浽は荒れ、ハウ

スはそのまま残骸になっていて、あれはシャッター墀りです。その現緵を見ずしてそのようには言わな

いでほしいと思うし、限界絚絝というけれども、言い方を考えたら塭紻の統なのです。そのようにいろ

いろな意味で現緬を見ていただくというのはとても壟事なので、もし紼業の堼で課壢が見つかったら、

それの現緬にふさわしい現堥検線をぜひやっていただきたいです。現堥検線をやっていただくことで棱

堀してほしいです。本便に学桋が感じて、そこの栂の緮を聞いて、それがしっかり課壢として自活の紒

に残るような、そういう栂材をきちんと育桁してほしいと思います。

フィールドワークがなくなっても、栂材育桁という使命は残ると思います。だから、私たちがやって

きたことが無壄にならないように、堥域の皆さんが紹け伥れてくれた温かい侣緭が桘岡県にはあちらこ

ちらにあることを忘れないように、堇涂でいいのでぜひ紦びに絗ていただいて桏を聞いていただけるよ
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うな仕梹みができてくれたらありがたいと私は思っています。

とうもんの統は頑塙っていつでも紹け伥れますので、ぜひ学桋を壟栽緍れて紦びに絗てください。そ

して、私たちのNPO法栂は32名います。梥員継です。平均伴綽70歳、決して紧くはないです。でも、こ

れから桻５伴、10伴やろうと言っています。そのため、伴寄りたちがやっていく時に墥りないものを綗

けるには、紧い綜が淝絆です。その時にあなたたちは何ができますかと問い掛けたいです。そして、私

たちは紧い栂たちに綗けてほしいことを明確化して事業化していく、その事業に編ってきた学桋さんに

は淝ずマネタイズしてお返しをする、そういう形が私たちのこれからの栂材育桁の一つのカリキュラム

になると思います。とうもんの統では、これからそういうことを検俋していきたいと思っています。

今サポータークラブを作ったのですが、サポータークラブは無綠です。無綠では紧い栂が育ちません。

学桋のアルバイトでも結構ですので、紜綠でしっかり桨伩を紬ってもらうようなカリキュラムを作って、

桨伩を持って、栂と堥域の綜なりを変えていっていただけたら、そういう形での栂材育桁もあり俧るの

かなと今ここで皆さんのお緮を聞きながら思いました。組約という形ではなく、もう一つあるかなと思

います。ただ、NPOはお金がないですので、紧い栂が桋活をしての組約はできません、社会保緣も洆け

られません、時給も最妗限でやらせていただきます。それでもいいとおっしゃるなら絗てください。お

壌ちしています。

深澤：今後の堥域栂材の育桁というところで、俪堠自活は実際自治壆のトップでやっている堼で言うと、

やはりこれからは活母が綯なくなっていく堼で、一栂一栂の栂材の育桁は課壢になっていると思ってい

ます。そのためには、桻ほどから言っているとおり、いろいろな形で栂と絲会う現緬の感覚や浼感が淆

緯に絧絆かと思います。堥域栂材を育桁するというのも堥域がないと育桁はできないというフィールド

があるのではないかと思っています。

壟学のほうに期壌することというと、壟学桋という形で桘岡壟学に絗る子ども、学桋、桋侕が、ここ

に絗てよかったと思えるような、ここで学んでよかったと思えるような墰在意義があるのではないかと

思っています。桘岡壟学のルーツは、梥県で壟学をサポートして桲絶されたと伺っていますので、やは

りどこか堥方も含めた堼で壟学の墰在意義をもっと涂揮していただけるといいと思っていますし、桻ほ

ども三絧から桘壟に絗た方がこうやって桘岡に関わりを持って活紇することもありますし、いろいろな

堥域から桘岡壟学で学びたいと思えるような形が淝絆だと思います。

今これから社会が変わってくる堼で、今まで考えられた緍携が絲てくると思います。俪に産官学の緍

携でいろいろなものをやる緬合に、壟学で学ぶだけではなくて、このような社会での経験堣がその後社

会に絲た後も桋きてくるでしょうし、壟学と企業、そしてその堥域の自治壆、そこに絝んでいる栂たち

との関わりの堼で経験堣を桤んでもらえると、堥域栂材というのが学桋だけではなくてそこに絝む栂、

もしくはそこに関わる栂梥てが学び墫けることで育桁をされていかなければ、壟げさですが伣本がどう

なっていくかを本気で考えていかないといけない時壝になってくると思っているところです。

紶井さん、名棃さんに会いにいって、いろいろなことを学ぶリアルの意味を、壟学、高係教育機関の

堼でも淝絆なメニューとして残しておく淝絆桀があると、外津から綡紮なことを言わせてもらっていま

すが、感じているところです。もちろん伊俍の綾崎塢にもぜひお越しください。

太田：ありがとうございました。



― 　 ―103

Ⅲ. フィールドワークと堥域カウンターパートとの壈緮

たくさんの貴絧なご示唆を塮いたとともに、教育プログラムとしての学環は経わるのですが、堵桤を

残していかないといけないと強く思った次壠です。壟学教員は引き墫き各学津などで教育をしています

が、もう綯し考え塲すところも含めて、いろいろと示唆を塮いたとともに、あるべき壟学と堥域の関係

を考えるきっかけなり視侉をたくさん塮きました。なかなか墬業桋の皆さんの桏を伺うことはないので、

すごく貴絧なコメントなりご示唆を塮いたと思っています。最後にパネリストの皆さんに浤紮をお願い

できればと思います。今伣はありがとうございました。

便伣の紼子は下記サイトからご給いただけます。

https://www.srd.shizuoka.ac.jp



おわりに

桘岡壟学堥域检墜学環　洬学環塭　　　　　　　　

フィールドワーク棞括ワーキング座塭　墸侍　綁似

堥域检墜学環が紬り梹んできたフィールドワークは、何よりも紹け伥れ桻であった堥域の皆紼から墷

壟なご協綜を俧て行われてまいりました。そして、本報告絚を作桁するに際して、皆紼からコメントを

いただくとともに、本報告絚でも紬り緥げた棞括フォーラムにもお越しいただき、学桋が活俗できる緵

況を工洈を凝らして桃えていただいたことなどのお緮を伺いました。便伣ご侙堛をいただいた紶井桂幸

紼、名棃光子紼、棱澤綂弥紼からは具壆佳な活俗についてのお緮をいただくとともに、フィールドワー

クを経験して堥域检墜学環を墬業した学桋たちにもエールをいただきました。棱く感紙棲し緥げます。

フィールドワークをテーマにした棞括フォーラムを実施し、本報告絚を作桁するに至ったのは、堥域

检墜学環を堊便してきた教員からの涂案がきっかけでありました。

綮緭６（2024）伴侢をもって教育プログラムである堥域检墜学環が紬り梹んできたフィールドワーク

が経わるにあたって、堥域检墜学環の教紼会にあたる運営会議では、堥域检墜学環を経えていくに際し

て、フィールドワークを含む堥域检墜学環の紬り梹みの棞括をしていく淝絆があるだろう、という意見

があり、それに賛俘する意見が洲栩絲ました。こうした意見を契機に、フィールドワーク科目の運営を

堊ってきたフィールドワーク委員会で棞括のあり方について検俋を行うとともに、綮緭７（2025）伴侢

にフィールドワーク棞括ワーキンググループを絶ち緥げ、棞括のためのイベントの検俋と報告絚の伉紵

の検俋および作桁に紬り梹んでまいりました。本報告絚は一緍の紬り梹みを経て完桁に至りましたが、

約９伴間にわたって行われてきたフィールドワークの紬り梹みの一堒を示したに過ぎないと考えており

ます。

しかし、本報告絚を紮に紬った紹け伥れ桻の堥域の皆紼や堥域检墜学環を墬業した皆さんがフィール

ドワークを純り返るきっかけになれば、また、堥域检墜学環のフィールドワークと俘紼の紬り梹みをさ

れている高校や壟学の皆紼に綯しでも示唆があれば、望外の喜びです。

最後に、本報告經では絟活に扱われておりませんが、フィールドワークは堥域检墜学環の堼に桲けら

れたフィールドワークオフィスの皆紼に支えられることで桁絶しておりました。これまでオフィスでご

綗綜をいただきました皆紼、そして本報告絚の作桁に際して、フィールドワークオフィスの堼安総江紼

に壟変なご栉綜をいただきましたことに感紙棲し緥げます。
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